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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザをグループと関連付ける方法であって、
　第１の通信デバイスによって、第２の通信デバイスからの第１の関連付け要求を受信す
るステップであって、前記第１の関連付け要求が、ミッションクリティカルプッシュツー
トークオーバ（ＭＣＰＴＴ）ユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含
み、前記第１の関連付け要求が、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループ
と関連付けるように要求するために使用され、Ｎが１以上の整数である、ステップと、
　前記第１の通信デバイスによって、前記ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプショ
ン情報に従って、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個の
ＭＣＰＴＴグループと関連付けるステップであって、前記ＭＣＰＴＴユーザの前記関連付
けサブスクリプション情報が、前記ユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグル
ープを示すために使用される、ステップと、
　前記第１の通信デバイスによって、第１の関連付け応答を前記第２の通信デバイスへ送
出するステップであって、前記第１の関連付け応答が、前記ＭＣＰＴＴユーザが前記Ｎ個
のＭＣＰＴＴグループのうちの前記Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられて
いることを示すために使用され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍが整数である、ステップとを含み
、
　前記第１の通信デバイスは、前記Ｍ個のＭＣＰＴＴグループを管理するよう構成された
第１のＭＣＰＴＴサーバであり、前記第２の通信デバイスが、前記ユーザ機器（ＵＥ）で
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あり、
　前記関連付けるステップは、
　前記第１の通信デバイスによって、前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報に従
って取得される前記ＭＣＰＴＴユーザの第１の関連付けサブスクリプション情報に従って
、１≦Ｒ≦Ｎであり、Ｒが整数であるとして、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｎ個のＭＣＰ
ＴＴグループのうちのＲ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定するステップと
、
　前記前記第１の通信デバイスによって、第２の関連付け要求を、前記ＭＣＰＴＴユーザ
を管理するよう構成された第２のＭＣＰＴＴサーバへ送出するステップであって、前記第
２の関連付け要求が、前記ＭＣＰＴＴユーザの識別子及び前記Ｒ個のＭＣＰＴＴグループ
の識別子を含み、それにより、前記第２のＭＣＰＴＴサーバに、前記第２の関連付け要求
と、前記ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータに従って取得される前記ＭＣＰＴ
Ｔユーザの第２の関連付けサブスクリプションデータ情報とに従って、１≦Ｍ≦Ｒである
として、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｒ個のＭＣＰＴＴグループのうちの前記Ｍ個のＭＣ
ＰＴＴグループと関連付けることを決定するように要求する、ステップと、
　前記第１の通信デバイスによって、前記第２のＭＣＰＴＴサーバによって送出された第
２の関連付け応答を受信するステップであって、前記第２の関連付け応答が、前記第１の
通信デバイスに、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｒ個のＭＣＰＴＴグループのうちの前記Ｍ
個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように指示するために使用される、ステップと、
　前記第１の通信デバイスによって、前記第２の関連付け応答に従って、前記ＭＣＰＴＴ
ユーザを前記Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記第１の通信デバイスによって、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグル
ープのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける前記ステップが、
　前記第１の通信デバイスによって第１の関連付け情報を生成するステップを含み、前記
第１の関連付け情報が、前記ＭＣＰＴＴユーザと前記Ｍ個のＭＣＰＴＴグループとの間の
関連付け関係を示すために使用される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の通信デバイスによって、前記ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプショ
ン情報に従って、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個の
ＭＣＰＴＴグループと関連付ける前記ステップの前に、更に、
　前記第１の通信デバイスによって、前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループの前記グループ情報
を前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループの前記識別子に従って取得するステップと、前記ＭＣＰ
ＴＴユーザの前記第１の関連付けサブスクリプション情報を、前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグル
ープの前記グループ情報及び前記ＭＣＰＴＴユーザの前記識別子に従って取得するステッ
プとを含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　第１の通信デバイスとして使用される通信デバイスであって、
　第２の通信デバイスからの第１の関連付け要求を受信するように構成された受信ユニッ
トであって、前記第１の関連付け要求が、ミッションクリティカルプッシュツートークオ
ーバ（ＭＣＰＴＴ）ユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、前記
第１の関連付け要求が、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループと関連付
けるように要求するために使用され、Ｎが１以上の整数である、受信ユニットと、
　前記ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、前記ＭＣＰＴＴユ
ーザを前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるよ
うに構成された処理ユニットであって、前記ＭＣＰＴＴユーザの前記関連付けサブスクリ
プション情報が、前記ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグルー
プを示すために使用される、処理ユニットと、
　第１の関連付け応答を前記第２の通信デバイスへ送出するように構成された送出ユニッ
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トであって、前記第１の関連付け応答が、前記ＭＣＰＴＴユーザが前記Ｎ個のＭＣＰＴＴ
グループのうちの前記Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示
すために使用され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍが整数である、送出ユニットと
を備え、
　前記第１の通信デバイスは、前記Ｍ個のＭＣＰＴＴグループを管理するよう構成された
第１のＭＣＰＴＴサーバであり、前記第２の通信デバイスが、前記ユーザ機器（ＵＥ）で
あり、
　前記処理ユニットは具体的に、
　前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報に従って取得される前記ＭＣＰＴＴユー
ザの第１の関連付けサブスクリプション情報に従って、１≦Ｒ≦Ｎであり、Ｒが整数であ
るとして、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＲ個のＭＣＰ
ＴＴグループと関連付けることを決定し、
　第２の関連付け要求を、前記ＭＣＰＴＴユーザを管理するよう構成された第２のＭＣＰ
ＴＴサーバへ送出し、前記第２の関連付け要求が、前記ＭＣＰＴＴユーザの識別子及び前
記Ｒ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、それにより、前記第２のＭＣＰＴＴサーバ
に、前記第２の関連付け要求と、前記ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータに従
って取得される前記ＭＣＰＴＴユーザの第２の関連付けサブスクリプションデータ情報と
に従って、１≦Ｍ≦Ｒであるとして、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｒ個のＭＣＰＴＴグル
ープのうちの前記Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定するように要求し、
　前記第２のＭＣＰＴＴサーバによって送出された第２の関連付け応答を受信し、前記第
２の関連付け応答が、前記第１の通信デバイスに、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｒ個のＭ
ＣＰＴＴグループのうちの前記Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように指示するた
めに使用され、
　前記第２の関連付け応答に従って、前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｍ個のＭＣＰＴＴグル
ープと関連付ける
　よう構成される、通信デバイス。
【請求項５】
　前記処理ユニットが前記ＭＣＰＴＴユーザを前記Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちの前
記Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける場合、前記処理ユニットが、第１の関連付け情
報を生成するように構成され、前記第１の関連付け情報が、前記ＭＣＰＴＴユーザと前記
Ｍ個のＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を示すために使用される、請求項４に記
載の通信デバイス。
【請求項６】
　プログラムが記録されているコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、前記プロ
グラムが、請求項１から３のいずれかに記載の方法をコンピュータに実行させる、コンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項７】
　プログラムであって、当該プログラムがコンピュータに請求項１から３のいずれかに記
載の方法を実行させる、プログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施例は通信技術の分野に関連し、詳細には、ユーザをグループと関連付ける
方法及びデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ミッションクリティカルプッシュツートークオーバ（英語：Ｍｉｓｓｉｏｎ　ｃｒｉｔ
ｉｃａｌ　ｐｕｓｈ　ｔｏ　ｔａｌｋ　ｏｖｅｒ，略称ＭＣＰＴＴ）サービスは、３ＧＰ
Ｐ進化型パケットシステム（英語：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍ，略称
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ＥＰＳ）に基づくサービスであり、公衆安全及び業務の場面に適用され得る。ＭＣＰＴＴ
サービスは、多数のＭＣＰＴＴユーザの通信（すなわちグループ呼）をサポートすること
ができ、各ＭＣＰＴＴユーザは、調停によってフロアを取得することができる。
【０００３】
　従来技術では、ＭＣＰＴＴユーザは、事前設定ＭＣＰＴＴグループ、たとえば警察隊又
は消防隊に属するように構成される。その場合、ＭＣＰＴＴユーザは、互いによりよく連
係して職務を完遂するために、事前設定ＭＣＰＴＴグループ内でグループ通信を行う。し
かし、ＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＭＣＰＴＴグループに加わる
選択をすることができない。３ＧＰＰドラフトＳ６－１５０２８６“MCPTT　Group　affi
liation”には、ＭＣＰＴＴグループのアフィリエーション方法が開示されている。米国
特許出願公開第２００４／１２５７６０（Ａ１）号には、エンドポイントをグループにア
フィリエイトし、そのアフィリエイトされたエンドポイントについての共通の通信機能を
決定する方法が開示されている。
 
【発明の概要】
【０００４】
　本発明は、添付の独立請求項によって意義される。本発明の実施例は、ＭＣＰＴＴユー
ザをＭＣＰＴＴユーザが関心を持つ少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループと関連付けるた
めの、ユーザをグループと関連付ける方法及びデバイスを提供する。
【０００５】
　第１の態様によれば、本発明の一実施例は、ユーザをグループと関連付ける方法を提供
し、この方法は、
　第１の通信デバイスによって、第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付け
要求を受信するステップであって、第１の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及
びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザ
をＮ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｎが１以上の
整数であるステップと、
　第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に
従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付けるステップであって、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報
が、ユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループを示すために使用されるス
テップと、
　第１の通信デバイスによって、第１の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出するス
テップであって、第１の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループ
のうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用
され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍが整数であるステップとを含む。
【０００６】
　第１の態様の第１の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、グループデータベー
スの配置のために構成されたネットワークデバイスであり、又は、第１の通信デバイスが
、第１のＭＣＰＴＴサーバであるとともに、第１のＭＣＰＴＴサーバがＭＣＰＴＴユーザ
を管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか若しくはＮ個のＭＣＰＴＴグルー
プを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、
　第２の通信デバイスが、ユーザ機器ＵＥ（英語：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，略称
ＵＥ）である。
【０００７】
　第１の態様の第２の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグ
ループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスが、Ｍ
ＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【０００８】
　第１の態様の第１の可能な実施方式に関連して、第１の態様の第３の可能な実施方式で
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は、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣ
ＰＴＴサーバである場合、第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサ
ブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちの
Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるステップが、
　第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に
従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＲ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付けることを決定するステップであって、１≦Ｒ≦Ｎであり、Ｒが整数であるス
テップと、
　第１の通信デバイスによって、第２の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出するステップであって、第２の関連付け要求が、
ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＲ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、それにより、
ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが、第２の関連付け要求
及びＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザを
Ｒ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定し
、１≦Ｍ≦Ｒであるステップと、
　第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴ
Ｔサーバによって送出された第２の関連付け応答を受信するステップであって、第２の関
連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザをＲ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴ
グループと関連付けることを指示するために使用されるステップと、
　第１の通信デバイスによって、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個
のＭＣＰＴＴグループと関連付けるステップとを含む。
【０００９】
　第１の態様の第１の可能な実施方式又は第１の態様の第２の可能な実施方式に関連して
、第１の態様の第４の可能な実施方式では、第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユ
ーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴ
グループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるステップが、
　第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に
従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付けることを決定するステップと、
　第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付
けるステップとを含む。
【００１０】
　第１の態様、又は第１の態様の第１から第４の可能な実施方式のいずれか１つに関連し
て、第１の態様の第５の可能な実施方式では、第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴ
ユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるステ
ップが、
　第１の通信デバイスによって第１の関連付け情報を生成するステップを含み、第１の関
連付け情報が、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個のＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を示
すために使用される。
【００１１】
　第１の態様の第５の可能な実施方式に関連して、第１の態様の第６の可能な実施方式で
は、第１の通信デバイスによって第１の関連付け情報を生成するステップの後に、この方
法は更に、
　第１の通信デバイスによって第１の関連付け情報を保存するステップを含む。
【００１２】
　第１の態様の第５の可能な実施方式又は第１の態様の第６の可能な実施方式に関連して
、第１の態様の第７の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを
管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＮ個のＭＣＰＴＴグループを
管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである場合、第１の通信デバイスによって第
１の関連付け情報を生成するステップの後に、この方法は更に、第１の通信デバイスによ
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って、第１の関連付け情報をグループデータベースの配置のために構成されたネットワー
クデバイスへ送出するステップを含み、それにより、グループデータベースの配置のため
に構成されたネットワークデバイスが、第１の関連付け情報を保存する、或いは、
　第１の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイス
である場合、第１の通信デバイスによって第１の関連付け情報を生成するステップの後に
、この方法は更に、第１の通信デバイスによって、第２の関連付け情報をＫ個の第２のＭ
ＣＰＴＴサーバへ、第１の関連付け情報に従ってそれぞれ送出するステップを含み、それ
により、それぞれの第２のＭＣＰＴＴサーバが受信した第２の関連付け情報を保存し、こ
こで１≦Ｋ≦Ｍであり、Ｋが整数であり、Ｋ個の第２のＭＣＰＴＴサーバによって管理さ
れるＭＣＰＴＴグループがＭ個のＭＣＰＴＴグループを含み、それぞれの第２のＭＣＰＴ
Ｔサーバが、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのうちの少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループを
管理し、第２の関連付け情報の各要素が、ＭＣＰＴＴユーザと、第２の関連付け情報を受
信する第２のＭＣＰＴＴサーバによって管理される少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループ
との間の関連付け関係を示すために使用される、或いは、
　第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰ
ＴＴサーバであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワーク
デバイスである場合、第１の通信デバイスによって第１の関連付け情報を生成するステッ
プの後に、この方法は更に、第１の通信デバイスによって第１の関連付け情報を、ＭＣＰ
ＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出するステップを含み、そ
れにより、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが、第１の関
連付け情報を保存する。
【００１３】
　第１の態様、又は第１の態様の第１から第７の可能な実施方式に関連して、第１の態様
の第８の可能な実施方式では、第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザの関連付
けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのう
ちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるステップの前に、この方法は更に、
　第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータをＭＣＰ
ＴＴユーザの識別子に従って取得するステップと、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスク
リプション情報をＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータに従って取得するステッ
プとを含む、又は、
　第１の通信デバイスによって、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報をＮ個のＭＣ
ＰＴＴグループの識別子に従って取得するステップと、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブ
スクリプション情報をＮ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの
識別子に従って取得するステップとを含む。
【００１４】
　第１の態様、又は第１の態様の第１から第８の可能な実施方式のいずれか１つに関連し
て、第１の態様の第９の可能な実施方式では、第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴ
ユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴ
ＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるステップの前に、この方法は
更に、
　第１の通信デバイスによって、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴ
Ｔユーザの識別子に従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可
されたＭＣＰＴＴグループのユーザであると決定するステップを含む。
【００１５】
　第２の態様によれば、本発明の一実施例は、ユーザをグループと関連付ける方法を提供
し、この方法は、
　第１の通信デバイスによって、第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付け
要求を、第３の通信デバイスを介して受信するステップであって、第１の関連付け要求が
、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の関連
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付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求する
ために使用され、Ｎが１以上の整数であるステップと、
　第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に
従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付けることを決定するステップであって、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍが整数であるス
テップと、
　第１の通信デバイスによって、第２の関連付け応答を第３の通信デバイスへ送出するス
テップであって、それにより、第３の通信デバイスが、第２の関連付け応答に従って、Ｍ
ＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け、第１の関連付け応答を第２の通
信デバイスへ送出し、ここで第１の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴ
Ｔグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用されるステップとを含む
。
【００１６】
　第２の態様の第１の可能な実施方式では、第２の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザの
識別子及びＭ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含む。
【００１７】
　第２の態様、又は第２の態様の第１の可能な実施方式に関連して、第２の態様の第２の
可能な実施方式では、第２の通信デバイスが、ユーザ機器ＵＥであり、第１の通信デバイ
スが、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスであり、第
３の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバで
あるか、又はＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバで
ある、或いは、
　第２の通信デバイスが、ＵＥであり、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグルー
プを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第３の通信デバイスが、ＭＣＰ
ＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである、或いは、
　第２の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バであり、第１の通信デバイスが、グループデータベースの配置のために構成されたネッ
トワークデバイスであり、第３の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＭＣＰＴＴユーザを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【００１８】
　第２の態様、又は第２の態様の第１の可能な実施方式若しくは第２の可能な実施方式に
関連して、第２の態様の第３の可能な実施方式では、第１の通信デバイスによって、ＭＣ
ＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭ
ＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定するステッ
プの前に、この方法は更に、
　第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータをＭＣＰ
ＴＴユーザの識別子に従って取得するステップと、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスク
リプション情報をＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータに従って取得するステッ
プとを含む、又は、
　第１の通信デバイスによって、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報をＮ個のＭＣ
ＰＴＴグループの識別子に従って取得するステップと、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブ
スクリプション情報を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザ
の識別子に従って取得するステップとを含む。
【００１９】
　第２の態様、又は第２の態様の第１から第３の可能な実施方式のいずれか１つに関連し
て、第２の態様の第４の可能な実施方式では、第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴ
ユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴ
ＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定するステップの前
に、この方法は更に、
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　第１の通信デバイスによって、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループとＭＣＰＴＴユーザの識別子
とに従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可されたＭＣＰＴ
Ｔグループのユーザであると決定するステップを含む。
【００２０】
　第３の態様によれば、本発明の一実施例は、ユーザをグループと関連付ける方法を提供
し、この方法は、
　第２の通信デバイスによって、第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ送出するス
テップであって、第１の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴ
Ｔグループの識別子を含み、第１の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴ
Ｔグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｎが１以上の整数である、ステ
ップと、
　第２の通信デバイスによって、第１の通信デバイスによって送出された第１の関連付け
応答を受信するステップであって、第１の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭ
ＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていること
を示すために使用され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍが整数である、ステップとを含む。
【００２１】
　第３の態様の第１の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、グループデータベー
スの配置のために構成されたネットワークデバイスであり、又は、第１の通信デバイスが
、第１のＭＣＰＴＴサーバであるとともに、第１のＭＣＰＴＴサーバがＭＣＰＴＴユーザ
のＭＣＰＴＴサーバであるか若しくはＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するＭＣＰＴＴサ
ーバであり、
　第２の通信デバイスが、ユーザ機器ＵＥである。
【００２２】
　第３の態様の第１の可能な実施方式に関連して、第３の態様の第２の可能な実施方式で
は、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣ
ＰＴＴサーバであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワー
クデバイスである場合、第２の通信デバイスによって、第１の関連付け要求を第１の通信
デバイスへ送出するステップが、
　第２の通信デバイスによって、第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ、ＭＣＰＴ
ＴユーザのＭＣＰＴＴサーバを介して送出するステップを含み、
　第２の通信デバイスによって、第１の通信デバイスによって送出された第１の関連付け
応答を受信するステップが、
　第２の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバを介して、第１の
通信デバイスによって送出された第１の関連付け応答を受信するステップを含む。
【００２３】
　第３の態様の第３の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグ
ループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスが、Ｍ
ＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【００２４】
　第３の態様の第３の可能な実施方式に関連して、第３の態様の第４の可能な実施方式で
は、第２の通信デバイスによって、第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ送出する
ステップの前に、この方法は更に、
　第２の通信デバイスによって、ＵＥによって送出された第３の関連付け要求を受信する
ステップであって、第３の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＨ個のＭＣＰ
ＴＴグループの識別子を含み、第３の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザをＨ個のＭＣＰ
ＴＴグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｈが１以上の整数であり、Ｈ
個のＭＣＰＴＴグループが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを含むステップと、
　第２の通信デバイスによって、第３の関連付け要求と、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバ
によって管理されるＭＣＰＴＴグループとに従って、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのＴ個の
第３のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループを決定するステップであ
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って、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループがＨ個のＭ
ＣＰＴＴグループを含み、それぞれの第３のＭＣＰＴＴサーバが、Ｈ個のＭＣＰＴＴグル
ープのうちの少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループを管理し、第１の通信デバイスが、Ｔ
個の第３のＭＣＰＴＴサーバのうちのいずれかのＭＣＰＴＴサーバであるステップと、
　第２の通信デバイスによって、第１の通信デバイスによって送出された第１の関連付け
応答を受信するステップの後に、この方法は更に、
　第２の通信デバイスによって、第３の関連付け応答をＵＥへ第１の関連付け応答に従っ
て送出するステップであって、第３の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザがＨ個のＭＣＰ
ＴＴグループのうちのＬ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示
すために使用され、Ｍ≦Ｌ≦Ｈであり、Ｌが整数であるステップとを含む。
【００２５】
　第４の態様によれば、本発明の一実施例は、第１の通信デバイスとして使用される通信
デバイスを提供し、この通信デバイスは、
　第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付け要求を受信するように構成され
た受信ユニットであって、第１の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＮ個の
ＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個の
ＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｎが１以上の整数であ
る、受信ユニットと、
　ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ
個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように構成され
た処理ユニットであって、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報が、ＭＣ
ＰＴＴユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループを示すために使用される
、処理ユニットと、
　第１の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出するように構成された送出ユニットで
あって、第１の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちの
Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用され、１
≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍが整数である、送出ユニットとを含む。
【００２６】
　第４の態様の第１の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、グループデータベー
スの配置のために構成されたネットワークデバイスであり、又は、第１の通信デバイスが
、第１のＭＣＰＴＴサーバであるとともに、第１のＭＣＰＴＴサーバがＭＣＰＴＴユーザ
を管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか若しくはＮ個のＭＣＰＴＴグルー
プを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、
　第２の通信デバイスが、ＵＥである。
【００２７】
　第４の態様の第２の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグ
ループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスが、Ｍ
ＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【００２８】
　第４の態様の第１の可能な実施方式に関連して、第４の態様の第３の可能な実施方式で
は、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣ
ＰＴＴサーバである場合、処理ユニットが具体的に、
　ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ
個のＭＣＰＴＴグループのうちのＲ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する
ように構成され、ここで１≦Ｒ≦Ｎであり、Ｒが整数である、かつ、
　第２の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バへ送出するように構成され、ここで第２の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザの識別子
及びＲ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、それにより、ＭＣＰＴＴユーザを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバが、第２の関連付け要求及びＭＣＰＴＴユーザの関
連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＲ個のＭＣＰＴＴグループ
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のうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定し、ここで１≦Ｍ≦Ｒである
、かつ、
　ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバによって送出された第
２の関連付け応答を受信するように構成され、ここで第２の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴ
ユーザをＲ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けること
を指示するために使用される、かつ、
　第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付
けるように構成される。
【００２９】
　第４の態様の第１の可能な実施方式又は第４の態様の第２の可能な実施方式に関連して
、第４の態様の第４の可能な実施方式では、処理ユニットが具体的に、ＭＣＰＴＴユーザ
の関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグル
ープのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定するように、ＭＣＰＴＴ
ユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように構成される。
【００３０】
　第４の態様のいずれか１つ、又は第４の態様の第１から第４の可能な実施方式のいずれ
か１つに関連して、第４の態様の第５の可能な実施方式では、処理ユニットがＭＣＰＴＴ
ユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける場合
、処理ユニットが具体的に、第１の関連付け情報を生成するように構成され、第１の関連
付け情報が、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個のＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を示す
ために使用される。
【００３１】
　第４の態様の第５の可能な実施方式に関連して、第４の態様の第６の可能な実施方式で
は、処理ユニットが第１の関連付け情報を生成した後に、処理ユニットが更に、第１の関
連付け情報を保存するように構成される。
【００３２】
　第４の態様の第５の可能な実施方式又は第４の態様の第６の可能な実施方式に関連して
、第４の態様の第７の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを
管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＮ個のＭＣＰＴＴグループを
管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである場合、送出ユニットが更に、処理ユニ
ットが第１の関連付け情報を生成した後に、第１の関連付け情報をグループデータベース
の配置のために構成されたネットワークデバイスへ送出するように構成され、それにより
、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスが、第１の関連
付け情報を保存する、或いは、
　第１の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイス
である場合、送出ユニットが更に、処理ユニットが第１の関連付け情報を生成した後に、
第２の関連付け情報をＫ個の第２のＭＣＰＴＴサーバへ第１の関連付け情報に従ってそれ
ぞれ送出するように構成され、それにより、それぞれの第２のＭＣＰＴＴサーバが受信し
た第２の関連付け情報を保存し、ここで１≦Ｋ≦Ｍであり、Ｋが整数であり、Ｋ個の第２
のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループがＭ個のＭＣＰＴＴグループ
を含み、それぞれの第２のＭＣＰＴＴサーバが、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのうちの少な
くとも１つのＭＣＰＴＴグループを管理し、第２の関連付け情報の各要素が、ＭＣＰＴＴ
ユーザと、第２の関連付け情報を受信する第２のＭＣＰＴＴサーバによって管理される少
なくとも１つのＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を示すために使用される、或い
は、
　第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰ
ＴＴサーバであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワーク
デバイスである場合、送出ユニットが更に、処理ユニットが第１の関連付け情報を生成し
た後に、第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴ
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Ｔサーバへ送出するように構成され、それにより、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバが、第１の関連付け情報を保存する。
【００３３】
　第４の態様、又は第４の態様の第１から第７の可能な実施方式に関連して、第４の態様
の第８の可能な実施方式では、処理ユニットが更に、処理ユニットが、ＭＣＰＴＴユーザ
の関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグル
ープのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける前に、
　ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータをＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取
得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＭＣＰＴＴ
ユーザのサブスクリプションデータに従って取得するように構成される、又は、
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報をＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子に従っ
て取得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＮ個の
ＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得するよう
に構成される。
【００３４】
　第４の態様、又は第４の態様の第１から第８の可能な実施方式のいずれか１つに関連し
て、第４の態様の第９の可能な実施方式では、処理ユニットが更に、処理ユニットが、Ｍ
ＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個の
ＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける前に、Ｍ個のＭＣＰ
ＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って、ＭＣＰＴＴユーザ
がＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可されたＭＣＰＴＴグループのユーザであると決
定するように構成される。
【００３５】
　第５の態様によれば、本発明の一実施例は、第１の通信デバイスとして使用される通信
デバイスを提供し、この通信デバイスは、
　第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付け要求を、第３の通信デバイスを
介して受信するように構成された受信ユニットであって、第１の関連付け要求が、ＭＣＰ
ＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の関連付け要求
が、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求するために使
用され、Ｎが１以上の整数である、受信ユニットと、
　ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ
個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する
ように構成された処理ユニットであって、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍが整数である処理ユニッ
トと、
　第２の関連付け応答を第３の通信デバイスへ送出するように構成された送出ユニットで
あって、それにより、第３の通信デバイスが、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴ
ユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け、第１の関連付け応答を第２の通信デバイ
スへ送出し、ここで第１の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと成功裏に関連付けられていることを示すために使用される、送出ユニットとを含む。
【００３６】
　第５の態様の第１の可能な実施方式では、第２の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザの
識別子及びＭ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含む。
【００３７】
　第５の態様、又は第５の態様の第１の可能な実施方式に関連して、第５の態様の第２の
可能な実施方式では、第２の通信デバイスが、ＵＥであり、第１の通信デバイスが、グル
ープデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスであり、第３の通信デ
バイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又
はＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである、或い
は、
　第２の通信デバイスが、ＵＥであり、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグルー
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プを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第３の通信デバイスが、ＭＣＰ
ＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである、或いは、
　第２の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バであり、第１の通信デバイスが、グループデータベースの配置のために構成されたネッ
トワークデバイスであり、第３の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＭＣＰＴＴユーザを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【００３８】
　第５の態様、又は第５の態様の第１の可能な実施方式若しくは第２の可能な実施方式に
関連して、第５の態様の第３の可能な実施方式では、処理ユニットが更に、処理ユニット
が、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザを
Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定す
る前に、
　ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータをＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取
得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＭＣＰＴＴ
ユーザのサブスクリプションデータに従って取得するように構成される、又は、
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報をＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子に従っ
て取得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＮ個の
ＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得するよう
に構成される。
【００３９】
　第５の態様、又は第５の態様の第１から第３の可能な実施方式のいずれか１つに関連し
て、第５の態様の第４の可能な実施方式では、処理ユニットが更に、処理ユニットが、Ｍ
ＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個の
ＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する前に
、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループとＭＣＰＴＴユーザの識別子とに従って、ＭＣＰＴＴユーザ
がＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可されたＭＣＰＴＴグループのユーザであると決
定するように構成される。
【００４０】
　第６の態様によれば、本発明の一実施例は、第２の通信デバイスとして使用される通信
デバイスを提供し、この通信デバイスは、
　第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ送出するように構成された送出ユニットで
あって、第１の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴＴグルー
プの識別子を含み、第１の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付けるように要求するために使用され、Ｎが１以上の整数である、送出ユニット
と、
　第１の通信デバイスによって送出された第１の関連付け応答を受信するように構成され
た受信ユニットであって、第１の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴ
グループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すた
めに使用され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍが整数である、受信ユニットとを含む。
【００４１】
　第６の態様の第１の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、グループデータベー
スの配置のために構成されたネットワークデバイスであり、又は、第１の通信デバイスが
、第１のＭＣＰＴＴサーバであるとともに、第１のＭＣＰＴＴサーバがＭＣＰＴＴユーザ
のＭＣＰＴＴサーバであるか若しくはＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するＭＣＰＴＴサ
ーバであり、
　第２の通信デバイスが、ＵＥである。
【００４２】
　第６の態様の第１の可能な実施方式に関連して、第６の態様の第２の可能な実施方式で
は、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣ
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ＰＴＴサーバであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワー
クデバイスである場合、送出ユニットが具体的に、第１の関連付け要求を第１の通信デバ
イスへ、ＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバを介して送出するように構成され、
　受信ユニットが具体的に、ＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバを介して、第１の通信
デバイスによって送出された第１の関連付け応答を受信するように構成される。
【００４３】
　第６の態様の第３の可能な実施方式では、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグ
ループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスが、Ｍ
ＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【００４４】
　第６の態様の第３の可能な実施方式に関連して、第６の態様の第４の可能な実施方式で
は、通信デバイスが更に処理ユニットを含み、
　受信ユニットが更に、送出ユニットが第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ送出
する前に、ＵＥによって送出された第３の関連付け要求を受信するように構成され、第３
の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＨ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を
含み、第３の関連付け要求が、ＭＣＰＴＴユーザをＨ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け
るように要求するために使用され、Ｈが１以上の整数であり、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループ
が、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを含み、
　処理ユニットが、第３の関連付け要求と、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって管理
されるＭＣＰＴＴグループとに従って、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのＴ個の第３のＭＣＰ
ＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループを決定するように構成され、Ｔ個の第
３のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループがＨ個のＭＣＰＴＴグルー
プを含み、それぞれの第３のＭＣＰＴＴサーバが、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのうちの少
なくとも１つのＭＣＰＴＴグループを管理し、第１の通信デバイスが、Ｔ個の第３のＭＣ
ＰＴＴサーバのうちのいずれかのＭＣＰＴＴサーバであり、
　送出ユニットが更に、受信ユニットが第１の通信デバイスによって送出された第１の関
連付け応答を受信した後に、第３の関連付け応答をＵＥへ第１の関連付け応答に従って送
出するように構成され、第３の関連付け応答が、ＭＣＰＴＴユーザがＨ個のＭＣＰＴＴグ
ループのうちのＬ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すため
に使用され、Ｍ≦Ｌ≦Ｈであり、Ｌが整数である。
【００４５】
　本発明の実施例において提供される、ユーザをグループと関連付ける方法及びデバイス
によれば、第１の通信デバイスが、第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付
け要求を受信し、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴ
Ｔグループの識別子を含む。また第１の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサ
ブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちの
Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け、次に、第１の関連付け応答を第２の通信デバイス
へ送出し、第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功
裏に関連付けられていることを示すために使用される。このようにしてＭＣＰＴＴユーザ
は、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられる。
【００４６】
　本発明の実施例における、又は従来技術における技術的解決法をより明確に説明するた
めに、下記では、実施例又は従来技術を説明するために必要な添付の図面について簡潔に
説明する。明らかに、下記の説明の中で添付の図面は、本発明のいくつかの実施例を示し
、当業者であればなお、これら添付の図面から別の図面を創造的な努力なしで導き出すこ
とができよう。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例１の流れ図である。
【図２】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例２の流れ図である。



(14) JP 6572324 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

【図３】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例３の流れ図である。
【図４】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例４の流れ図である。
【図５】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例５の流れ図である。
【図６】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例６の流れ図である。
【図７】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例７の流れ図である。
【図８】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例８の流れ図である。
【図９】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例９の流れ図である。
【図１０】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例１０の流れ図であ
る。
【図１１】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例１１の流れ図であ
る。
【図１２】本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例１２の流れ図であ
る。
【図１３】本発明による通信デバイスの実施例１の概略構成図である。
【図１４】本発明による通信デバイスの実施例２の概略構成図である。
【図１５】本発明による通信デバイスの実施例３の概略構成図である。
【図１６】本発明による通信デバイスの実施例４の概略構成図である。
【図１７】本発明による通信デバイスの実施例５の概略構成図である。
【図１８】本発明による通信デバイスの実施例６の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　本発明の実施例の目的、技術的解決法、及び利点を明確にするために、下記では本発明
の実施例における技術的解決法を、本発明の実施例の添付図面を参照して明確かつ十分に
説明する。明らかに、説明される実施例は本発明の実施例の一部であり、全部ではない。
本発明の実施例に基づいて、独創的な努力なしに当業者に得られる他のすべての実施例は
、本発明の保護範囲に含まれるものとする。
【００４９】
　図１は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例１の流れ図である
。図１に示されるように、この実施例の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ１０１：第１の通信デバイスが、第２の通信デバイスによって送出された第１の関連
付け要求を受信し、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子、及びＮ個のＭＣ
ＰＴＴグループの識別子を含む。
【００５０】
　この実施例では、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付けるように要求するために使用され、Ｎは１以上の整数である。
【００５１】
　Ｓ１０２：第１の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情
報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグ
ループと関連付け、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報は、ＭＣＰＴＴ
ユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループを示すために使用される。
【００５２】
　Ｓ１０３：第１の通信デバイスは、第１の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出す
る。
【００５３】
　この実施例では、第１の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプシ
ョン情報をＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得されることができ、ＭＣＰＴＴユーザ
の関連付けサブスクリプション情報は、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができる
ＭＣＰＴＴグループを示すために使用される。
【００５４】
　この実施例の任意選択の実施方式では、第１の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザの関
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連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループ
のうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する。この実施例におけるＭ
ＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報は、どのＭＣＰＴＴグループが、ＭＣ
ＰＴＴユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループであるかを示し得る。た
とえば、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報は、ＭＣＰＴＴユーザが関
連付けられることができるＭＣＰＴＴグループの識別子を含む。かつ／又は、ＭＣＰＴＴ
ユーザの関連付けサブスクリプション情報は、どのＭＣＰＴＴグループが、ＭＣＰＴＴユ
ーザが関連付けられることができないＭＣＰＴＴグループであるかを示し得る。すなわち
、これらのＭＣＰＴＴグループ以外のＭＣＰＴＴグループが、ＭＣＰＴＴユーザが関連付
けられることができるＭＣＰＴＴグループであると示し得る。たとえば、ＭＣＰＴＴユー
ザの関連付けサブスクリプション情報は、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができ
ないＭＣＰＴＴグループの識別子を含む。ＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザの関連
付けサブスクリプション情報が、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭＣＰＴＴユーザが
関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループを示すときだけ、これらのＭＣＰＴＴグ
ループと成功裏に関連付けられることができる。したがって、ＭＣＰＴＴユーザは、Ｎ個
のＭＣＰＴＴグループと関連付けられることを要求するが、ＭＣＰＴＴユーザは、関連付
けサブスクリプション情報によって示される、かつＭＣＰＴＴユーザが関連付けられるこ
とができるＭＣＰＴＴグループとしか関連付けられることができない。関連付けサブスク
リプション情報が、関連付けが禁止されていることを示す場合、又は関連付けサブスクリ
プション情報が、ＭＣＰＴＴユーザが第１の関連付け要求中のＭＣＰＴＴグループのいく
つかと関係付けられていることを示す関連付けサブスクリプション情報を含まない場合、
ＭＣＰＴＴユーザは、これらのＭＣＰＴＴグループと関連付けられることができない。理
解できるように、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報は、ＭＣＰＴＴユ
ーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられるこ
とができることを示し、第１の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴＭユーザをＭ個のＭＣＰＴＴ
グループと関連付けることを決定し、次に、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付け、次いで第１の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出することができる
。第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連
付けられていることを示すために使用され、Ｍは１以上でＮ以下の整数である。それに応
じて、第２の通信デバイスが第１の関連付け応答を受信した後に、第２の通信デバイスは
、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられたことを知り得る。任意
選択で、第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子、及びＭ個のＭＣＰＴＴグル
ープの識別子を含む。
【００５５】
　任意選択で、第１の通信デバイスによってＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付ける実行可能な実施方式は、第１の通信デバイスによって第１の関連付け情報
を生成することであり、第１の関連付け情報は、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個のＭＣＰＴＴグ
ループとの間の関連付け関係を示すために使用される。
【００５６】
　ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報が、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループの
うちＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループはゼロであるこ
とを示す場合、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザはＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのどのＭ
ＣＰＴＴグループとも関連付けられることができないことを示す場合、第１の通信デバイ
スは第２の通信デバイスへ、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けら
れることができなかったことを示すために使用される関連付け応答を送出することを理解
されたい。
【００５７】
　ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付けは、ＭＣＰＴＴユーザがＭＣ
ＰＴＴグループに対する関心を表明することを示し、また、ＭＣＰＴＴグループと関連付
けられていない別のユーザと比較して、ＭＣＰＴＴユーザが、ＭＣＰＴＴグループによっ
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て送出されたプッシュメッセージを受信でき、かつ関連付けられたグループの呼に参加す
ることを遅らせ得ることを示す、ということに留意されたい。
【００５８】
　任意選択で、第２の通信デバイスはＵＥであることができ、第１の通信デバイスは第１
のＭＣＰＴＴサーバであることができ、第１のＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザを
管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＮ個のＭＣＰＴＴグループを
管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、或いは、第１の通信デバイスは、グ
ループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスである。
【００５９】
　任意選択で、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭ
ＣＰＴＴサーバであり、第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【００６０】
　この実施例では、第１の通信デバイスが、第２の通信デバイスによって送出された第１
の関連付け要求を受信し、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子、及びＮ個
のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザの関連
付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループの
うちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け、次に、第１の関連付け応答を第２の通信デ
バイスへ送出する。第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと成功裏に関連付けられていることを示すために使用される。このようにしてＭＣＰＴ
Ｔユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられる
。
【００６１】
　図２は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例２の流れ図である
。図２に示されるように、この実施例の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ２０１：第１の通信デバイスが、第３の通信デバイスを介して、第２の通信デバイス
によって送出された第１の関連付け要求を受信し、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユ
ーザの識別子、及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含む。
【００６２】
　この実施例では、第２の通信デバイスは、第１の関連付け要求を第３の通信デバイスへ
送出し、第３の通信デバイスは、受信した第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ送
出する。第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループと関連付
けるように要求するために使用され、Ｎは１以上の整数である。
【００６３】
　Ｓ２０２：第１の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情
報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグ
ループと関連付けることを決定する。
【００６４】
　この実施例では、第１の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプシ
ョン情報をＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得されることができ、ＭＣＰＴＴユーザ
の関連付けサブスクリプション情報は、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができる
ＭＣＰＴＴグループを示すために使用される。第１の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザ
の関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグル
ープのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられることができることを知ることが
でき、したがって、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰ
ＴＴグループと関連付けることを決定することができ、ここで１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍは整
数である。
【００６５】
　Ｓ２０３：第１の通信デバイスは、第２の関連付け応答を第３の通信デバイスへ送出し
、それにより、第３の通信デバイスは、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザ
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をＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け、第１の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送
出する。
【００６６】
　この実施例では、第１の通信デバイスがＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループ
のうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定した後に、第１の通信デバイ
スは、第２の関連付け応答を第３の通信デバイスへ送出する。第２の関連付け応答を受信
した後に、第３の通信デバイスは、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ
個のＭＣＰＴＴグループと関連付け、第１の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出す
る。第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関
連付けられていることを示すために使用される。それに応じて、第１の関連付け応答を受
信した後に、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザがＭＣＰＴＴグループと関連付け
られたことを知り得る。任意選択で、第１の関連付け応答は第２の関連付け応答と同じで
ある。任意選択で、第２の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子、及びＭ個のＭＣ
ＰＴＴグループの識別子を含む。
【００６７】
　任意選択で、第３の通信デバイスによってＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付ける実行可能な実施方式は、第３の通信デバイスによって、第１の関連付け情
報を第２の関連付け応答に従って生成することである。第１の関連付け情報は、ＭＣＰＴ
ＴユーザとＭ個のＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を示すために使用される。
【００６８】
　任意選択で、第２の通信デバイスはＵＥであり、第１の通信デバイスが、グループデー
タベースの配置のために構成されたネットワークデバイスである場合、第３の通信デバイ
スは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＮ
個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、或いは、
第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴ
Ｔサーバである場合、第３の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバであ
る。
【００６９】
　任意選択で、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭ
ＣＰＴＴサーバであり、第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構
成されたネットワークデバイスであり、第３の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグルー
プを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＭＣＰＴＴユーザを管理
するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【００７０】
　具体的に、図２に示された実施例に基づいて、第２の通信デバイス及び第３通信デバイ
スが同じデバイスである、すなわちＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰ
ＴＴサーバである場合、具体的に、下記の実施方式が使用される。すなわち、第１の通信
デバイスによって、第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付け要求を受信す
ること、第１の通信デバイスによって、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション
情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴ
グループと関連付けることを決定すること、及び、第１の通信デバイスによって、第２の
関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出することであり、それにより、第２の通信デバ
イスは、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと
関連付け、第１の関連付け応答を生成する。
【００７１】
　第１の関連付け要求及び第１の関連付け応答などの関連用語については、すべて図２に
示された実施例の説明を参照することができ、詳細は再度説明されない。
【００７２】
　この実施例において提供される、ユーザをグループと関連付けるための方法によれば、
第１の通信デバイスが、第３の通信デバイスを介して、第２の通信デバイスによって送出
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された第１の関連付け要求を受信し、ここで、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザ
の識別子、及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の通信デバイスは、ＭＣ
ＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭ
ＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する。次に
、第１の通信デバイスは、第２の関連付け応答を第３の通信デバイスへ送出し、それによ
り、第３の通信デバイスは、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭ
ＣＰＴＴグループと関連付け、第１の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出する。第
１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付け
られていることを示すために使用される。このようにしてＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴ
Ｔユーザが関心を持つＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられる。
【００７３】
　図３は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例３の流れ図である
。図３に示されるように、この実施例の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ３０１：第２の通信デバイスが、第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ送出し
、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子、及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの
識別子を含む。
【００７４】
　Ｓ３０２：第２の通信デバイスは、第１の通信デバイスによって送出された第１の関連
付け応答を受信し、第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと成功裏に関連付けられていることを示すために使用される。
【００７５】
　この実施例では、第２の通信デバイスは第１の関連付け要求を、第１の通信デバイスへ
送出することができる。第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子、及びＮ個の
ＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個の
ＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｎは１以上の整数であ
る。次に、第２の通信デバイスは、第１の通信デバイスによって送出された第１の関連付
け応答を受信し、第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループ
のうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用
され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍは整数である。第２の通信デバイスは、第１の関連付け応答
により、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられたことを知る。
【００７６】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスであり、又は、第１の通信デバイスは、第１のＭＣＰＴＴサーバで
あるとともに、第１のＭＣＰＴＴサーバがＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバであるか
若しくはＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバ
イスはＵＥである。
【００７７】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【００７８】
　この実施例では、第２の通信デバイスが、第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ
送出する。第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子、及びＮ個のＭＣＰＴＴグ
ループの識別子を含む。次に、第２の通信デバイスは、第１の通信デバイスによって送出
された第１の関連付け応答を受信し、第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個の
ＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用される。このよ
うにしてＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＭ個のＭＣＰＴＴグループ
と関連付けられる。
【００７９】
　図４は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例４の流れ図である
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。図４に示されるように、この実施例は、本発明の方法の実施例１及び実施例３に基づい
ている。第１の通信デバイスが第１のＭＣＰＴＴサーバであり、第１のＭＣＰＴＴサーバ
は、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信
デバイスが、ＵＥである。この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成され
たＭＣＰＴＴサーバは、受信した第１の関連付け要求に対する権限付与検査を行い、すな
わち、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、関連付け要求中の
どのＭＣＰＴＴグループとＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができるかを決定する
。この実施例の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ４０１：ＵＥは第１の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成され
たＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
【００８０】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループとの関連付けを開始す
ると、ＭＣＰＴＴユーザによって使用されるＵＥは、第１の関連付け要求を生成し、第１
の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送
出する。第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子、及びＮ個のＭＣＰＴＴグル
ープの識別子を含み、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグル
ープと関連付けるように要求するために使用され、Ｎは１以上の整数である。
【００８１】
　Ｓ４０２：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰ
ＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、第１の関連付け情報を生成する
。
【００８２】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが、
ＵＥによって送出された第１の関連付け要求を受信した後に、ＭＣＰＴＴユーザを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプショ
ン情報を取得することができ、ここで、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション
情報は、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループを示すため
に使用され、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰ
ＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣ
ＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定し、そして次
に、第１の関連付け情報を生成することができる。第１の関連付け情報は、ＭＣＰＴＴユ
ーザとＭ個のＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を示すために使用され、Ｍは１以
上でＮ以下の整数である。
【００８３】
　任意選択で、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが、第１
の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って生成する
前に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユ
ーザの識別子に従って、ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータを取得し、次に、
ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータに従って、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサ
ブスクリプション情報を取得することができる。ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプション
データは、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループ、及び／
又はＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができないＭＣＰＴＴグループを示すことが
できる。したがって、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータ中の、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられ
ることができるＭＣＰＴＴグループ、及び／又はＭＣＰＴＴユーザが関連付けられること
ができないＭＣＰＴＴグループを示す情報を、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプ
ション情報として使用する。任意選択で、ＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバが、ＭＣ
ＰＴＴユーザのサブスクリプションデータをグループデータベースの配置のために構成さ
れたネットワークデバイスから取得することができる。
【００８４】
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　任意選択で、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが、第１
の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って生成する
前に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、Ｎ個のＭＣＰ
ＴＴグループの識別子に従ってＮ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報を取得し、次に
、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って、Ｍ
ＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報を取得する。各ＭＣＰＴＴグループの
グループ情報は、ＭＣＰＴＴグループと関連付けられることができるＭＣＰＴＴユーザ、
及び／又はＭＣＰＴＴグループと関連付けられることができないＭＣＰＴＴユーザを示し
得る。したがって、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループ
、及び／又はＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができないＭＣＰＴＴグループを示
すために使用される情報は、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユ
ーザの識別子に従って取得されることができ、この情報は、ＭＣＰＴＴユーザの関連付け
サブスクリプション情報として使用される。任意選択で、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報を、グル
ープデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスから、又はＭＣＰＴＴ
グループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバから取得することができる。
【００８５】
　Ｓ４０３：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け応答をＵＥへ送出する。
【００８６】
　この実施例では、第１の関連付け情報を生成した後に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け応答をＵＥへ送出する。第１の関連
付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられてい
ることを示すために使用される。任意選択で、第１の関連付け応答は更に、ＭＣＰＴＴユ
ーザが、これらのＭＣＰＴＴグループ以外の、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちの１つの
ＭＣＰＴＴグループと関連付けられることができなかったことを示すために使用される。
それに応じて、第１の関連付け応答を受信した後に、ＵＥは、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個の
ＭＣＰＴＴグループとの間の関連付けを完了する。
【００８７】
　任意選択で、Ｓ４０２が実行された後に、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよう
に構成されたＭＣＰＴＴサーバが第１の関連付け情報を生成した後に、第１の関連付け情
報は保存される必要がある。これは、下記の任意選択の実現解決策を使用して実施され得
る。
【００８８】
　第１の任意選択の実現解決策では、Ｓ４０２が実行された後にＳ４０４が実行される。
【００８９】
　Ｓ４０４：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け情報を保存する。
【００９０】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が、Ｍ
ＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存される必要がある場
合、第１の関連付け情報を生成した後に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報を保存する。
【００９１】
　第２の任意選択の実現解決策では、Ｓ４０２が実行された後にＳ４０５及びＳ４０６が
実行される。
【００９２】
　Ｓ４０５：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け情報をグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスへ
送出する。
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【００９３】
　Ｓ４０６：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を保存する。
【００９４】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が、グ
ループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスに保存される必要が
ある場合、第１の関連付け情報を生成した後に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報をグループデータベースの配置のために
構成されたネットワークデバイスへ送出し、グループデータベースの配置のために構成さ
れたネットワークデバイスは、第１の関連付け情報を受信し、第１の関連付け情報を保存
する。たとえば、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイス
は、各ＭＣＰＴＴグループのグループ情報を保存することができ、また、グループデータ
ベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループの
グループ情報を第１の関連付け情報に従って更新する。
【００９５】
　第３の任意選択の実現解決策では、Ｓ４０２が実行された後にＳ４０７及びＳ４０８が
実行される。
【００９６】
　Ｓ４０７：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第２の
関連付け情報を第２のＭＣＰＴＴサーバへ第１の関連付け情報に従って送出する。
【００９７】
　Ｓ４０８：第２のＭＣＰＴＴサーバは、第２の関連付け情報を保存する。
【００９８】
　この実施例では、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループは、Ｋ個の第２のＭＣＰＴＴサーバによっ
て管理される。すなわち、それぞれの第２のＭＣＰＴＴサーバは、Ｍ個のＭＣＰＴＴグル
ープのうちの少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループを管理し、Ｋ個の第２のＭＣＰＴＴサ
ーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループは、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループを含む。ＭＣ
ＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が、ＭＣＰＴＴグループを管理
するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存されている場合、ＭＣＰＴＴユーザを管理
するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、対応する第２の関連付け情報をＫ個の第２の
ＭＣＰＴＴサーバそれぞれへ第１の関連付け情報に従って送出し、第２の関連付け情報の
各要素が、ＭＣＰＴＴユーザと、第２の関連付け情報を受信する第２のＭＣＰＴＴサーバ
によって管理される少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け情報を示すた
めに使用される。それぞれの第２のＭＣＰＴＴサーバが、対応する第２の関連付け情報を
受信し、次に、受信された第２の関連付け情報を保存する。
【００９９】
　Ｋ個の第２のＭＣＰＴＴサーバのうち１つのＭＣＰＴＴサーバだけがＳ４０７及びＳ４
０８に示されており、他の第２のＭＣＰＴＴサーバは、同様であるが図４には示されてい
ないことに留意されたい。
 
【０１００】
　実際の適用例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が下
記のうちの少なくとも１つに、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバ、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイ
ス、又はＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存され、
それに応じて、下記のうちの少なくとも１つが、すなわちＳ４０４、Ｓ４０５とＳ４０６
、又はＳ４０７とＳ４０８が実行され得る、ということに留意されたい。
【０１０１】
　任意選択で、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバがＳ４０
２を実行する前に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、



(22) JP 6572324 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って、ＭＣ
ＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可されたＭＣＰＴＴグループのユー
ザであると決定する。すなわち、グループユーザ識別の妥当性検査が、ＭＣＰＴＴユーザ
の識別子及びＮ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報を使用して実行される。たとえば
、あるＭＣＰＴＴユーザが１つのＭＣＰＴＴグループの許可されたＭＣＰＴＴグループの
ユーザである場合、ＭＣＰＴＴグループのグループ情報はＭＣＰＴＴユーザを含む。した
がって、各ＭＣＰＴＴグループのグループ情報がＭＣＰＴＴユーザの識別子を含むかどう
かが決定されることができ、それによりＭＣＰＴＴユーザが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループ
のうちのどのＭＣＰＴＴグループの許可されたＭＣＰＴＴグループのユーザであるかを決
定することができる。任意選択で、この前に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成さ
れたＭＣＰＴＴサーバが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報を取得することが更
に含まれる。
【０１０２】
　この実施例では、ＵＥが第１の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出し、次に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成され
たＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプ
ション情報に従って生成し、第１の関連付け応答をＵＥへ送出して、それによりＭＣＰＴ
ＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを通知する。こ
のようにしてＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＭ個のＭＣＰＴＴグル
ープと関連付けられる。
【０１０３】
　図５は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例５の流れ図である
。図５に示されるように、この実施例は、本発明の方法の実施例１及び実施例３に基づい
ている。第１の通信デバイスが第１のＭＣＰＴＴサーバであり、第１のＭＣＰＴＴサーバ
は、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第
２の通信デバイスが、ＵＥである。この実施例では、１つのＭＣＰＴＴグループを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、受信した第１の関連付け要求に対する権限付与
検査を行い、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、
関連付け要求中のどのＭＣＰＴＴグループとＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることがで
きるかを決定する。この実施例の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ５０１：ＵＥは第１の関連付け要求を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように
構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
【０１０４】
　この実施例におけるＳ５０１の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例４
についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明されない。
【０１０５】
　ＭＣＰＴＴユーザが複数のＭＣＰＴＴグループとの関連付けを開始し、少なくとも２つ
のＭＣＰＴＴサーバが、複数のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されている場合
、ＵＥは、関連付け要求を各ＭＣＰＴＴサーバへ送出する、ということに留意されたい。
この実施例において第１の関連付け要求中で伝えられるＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別
子は、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けを開始する複数のＭＣＰＴＴグループすべての識別子
のうちの一部である。
【０１０６】
　Ｓ５０２：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って生
成する。
【０１０７】
　Ｓ５０３：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け応答をＵＥへ送出する。
【０１０８】
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　この実施例におけるＳ５０２及びＳ５０３の具体的な実施過程に関しては、本発明の方
法の実施例４におけるＳ４０２及びＳ４０３についての関連説明を参照することができ、
詳細はここでは再度説明されない。
【０１０９】
　任意選択で、Ｓ５０２が実行された後に、すなわち、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理
するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが第１の関連付け情報を生成した後に、第１の関
連付け情報は保存される必要がある。これは、下記の任意選択の実現解決策を使用して実
施され得る。
【０１１０】
　第１の任意選択の実現解決策では、Ｓ５０２が実行された後にＳ５０４が実行される。
【０１１１】
　Ｓ５０４：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報を保存する。
【０１１２】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が、Ｍ
ＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存される必要がある場
合、第１の関連付け情報を生成した後に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報を保存する。
【０１１３】
　第２の任意選択の実現解決策では、Ｓ５０２が実行された後にＳ５０５及びＳ５０６が
実行される。
【０１１４】
　Ｓ５０５：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報をグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデ
バイスへ送出する。
【０１１５】
　Ｓ５０６：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を保存する。
【０１１６】
　この実施例におけるＳ５０５及びＳ５０６の具体的な実施過程に関しては、本発明の方
法の実施例４におけるＳ４０５及びＳ４０６についての関連説明を参照することができ、
詳細はここでは再度説明されない。
【０１１７】
　第３の任意選択の実現解決策では、Ｓ５０２が実行された後にＳ５０７及びＳ５０８が
実行される。
【０１１８】
　Ｓ５０７：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バへ送出する。
【０１１９】
　Ｓ５０８：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け情報を保存する。
【０１２０】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が、Ｍ
ＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存される必要がある場
合、第１の関連付け情報を生成した後に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよう
に構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出し、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報を受信し、第１の関連付け情報を保存する。
【０１２１】
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　実際の適用例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が下
記のうちの少なくとも１つに、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバ、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイ
ス、又はＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存され、
それに応じて、下記のうちの少なくとも１つが、すなわちＳ５０４、Ｓ５０５とＳ５０６
、又はＳ５０７とＳ５０８が実行され得る、ということに留意されたい。
【０１２２】
　任意選択で、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
がＳ５０２を実行する前に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣ
ＰＴＴサーバは、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別
子に従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可されたＭＣＰＴ
Ｔグループのユーザであると決定する。
【０１２３】
　この実施例では、ＵＥが第１の関連付け要求を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出し、次に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連
付けサブスクリプション情報に従って生成し、第１の関連付け応答をＵＥへ送出して、Ｍ
ＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを通知す
る。このようにしてＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＭ個のＭＣＰＴ
Ｔグループと関連付けられる。
【０１２４】
　図６は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例６の流れ図である
。図６に示されるように、この実施例は、本発明の方法の実施例１及び実施例３に基づい
ている。第１の通信デバイスが第１のＭＣＰＴＴサーバであり、第１のＭＣＰＴＴサーバ
は、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第
２の通信デバイスが、ＵＥである。この実施例では、１つのＭＣＰＴＴグループを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、受信した第１の関連付け要求に対する権限付与
検査を行い、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、
関連付け要求中のどのＭＣＰＴＴグループとＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることがで
きるかを決定する。この実施例の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ６０１：ＵＥは第１の関連付け要求を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように
構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
【０１２５】
　この実施例におけるＳ６０１の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例４
についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明されない。
【０１２６】
　Ｓ６０２：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ
個のＭＣＰＴＴグループのうちのＲ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する
。
【０１２７】
　この実施例では、第１の関連付け要求を受信した後に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管
理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプ
ション情報をＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得する。ＭＣＰＴＴユーザの関連付け
サブスクリプション情報は、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴ
グループを示すために使用される。したがって、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちの、Ｍ
ＣＰＴＴユーザが関連付けられることができるＲ個のＭＣＰＴＴグループがＭＣＰＴＴユ
ーザの関連付けサブスクリプション情報に従って決定されることができ、それによりＭＣ
ＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＲ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け
ることを決定することができ、ここで１≦Ｒ≦Ｎであり、Ｒは整数である。
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【０１２８】
　Ｓ６０３：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第２の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バへ送出する。
【０１２９】
　この実施例では、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバが、ＭＣＰＴＴユーザのＲ個のＭＣＰＴＴグループをＮ個のＭＣＰＴＴグループと関
連付けることを決定した後に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭ
ＣＰＴＴサーバは、第２の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成され
たＭＣＰＴＴサーバへ送出する。第２の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及び
Ｒ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第２の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザを
Ｒ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求するために使用される。
【０１３０】
　Ｓ６０４：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第２の
関連付け要求及びＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰ
ＴＴユーザをＲ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける
ことを決定する。
【０１３１】
　この実施例では、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバによって送出された第２の関連付け要求を受信した後に、ＭＣＰＴＴユーザを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプショ
ン情報をＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得し、次に、第２の関連付け要求及びＭＣ
ＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザがＲ個のＭ
ＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられることができると決
定し、ここで１≦Ｍ≦Ｒであり、Ｍは整数である。Ｍ個のＭＣＰＴＴグループは、ＭＣＰ
ＴＴグループ中にある、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
によって、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができると決定されるＭＣＰＴＴグル
ープであり、また、ＭＣＰＴＴグループ中にある、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバによって、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることが
できると決定されるＭＣＰＴＴグループでもある。
【０１３２】
　ＭがＲと等しくないとき、理由は、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成さ
れたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＮ個の
ＭＣＰＴＴグループのグループ情報に従って取得するが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情
報をＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータに従って取得する、ということであり
得る、ということに留意されたい。すなわち、いくつかのＭＣＰＴＴグループのグループ
情報は、ＭＣＰＴＴユーザがこれらのＭＣＰＴＴグループと関連付けられることができる
ことを示すが、ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータは、ＭＣＰＴＴユーザがこ
れらのＭＣＰＴＴグループと関連付けられることができることを示していない。
【０１３３】
　Ｓ６０５：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第２の
関連付け応答を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バへ送出する。
【０１３４】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザをＲ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰ
ＴＴグループと関連付けることを決定した後に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバは、第２の関連付け応答を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。第２の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユ
ーザをＲ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを
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指示するために使用される。
【０１３５】
　Ｓ６０６：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報を第２の関連付け応答に従って生成する。
【０１３６】
　この実施例では、第２の関連付け応答を受信した後に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管
理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザをＲ個のＭＣＰＴＴグル
ープのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定し、次に、第１の関連付
け情報を生成する。第１の関連付け情報は、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プとの間の関連付け関係を示すために使用される。
【０１３７】
　Ｓ６０７：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け応答をＵＥへ送出する。
【０１３８】
　Ｓ６０８：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報を保存する。
【０１３９】
　Ｓ６０９：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報をグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデ
バイスへ送出する。
【０１４０】
　Ｓ６１０：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を保存する。
【０１４１】
　Ｓ６１１：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バへ送出する。
【０１４２】
　Ｓ６１２：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け情報を保存する。
【０１４３】
　この実施例におけるＳ６０７からＳ６１２の具体的な実施過程に関しては、本発明の方
法の実施例５におけるＳ５０３からＳ５０８についての関連説明を参照することができ、
詳細はここでは再度説明されない。
【０１４４】
　この実施例では、ＵＥが第１の関連付け要求を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出し、次に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバとの対話によって、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関
連付けることを決定し、次に、第１の関連付け情報を生成し、第１の関連付け応答をＵＥ
へ送出して、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられてい
ることを通知する。このようにしてＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つ
Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられる。
【０１４５】
　図７は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例７の流れ図である
。図７に示されるように、この実施例は、本発明の方法の実施例１及び実施例３に基づい
ている。第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成されたネット
ワークデバイスであり、第２の通信デバイスが、ＵＥである。この実施例では、グループ
データベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、受信した第１の関連付
け要求に対する権限付与検査を行い、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリ
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プション情報に従って、第１の関連付け要求中のどのＭＣＰＴＴグループとＭＣＰＴＴユ
ーザが関連付けられることができるかを決定する。
【０１４６】
　この実施例では、ＵＥ、及びグループデータベースの配置のために構成されたネットワ
ークデバイスによって送信される第１の関連付け要求及び第１の関連付け応答は、ＭＣＰ
ＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバを通過する。この実施例の方法
は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ７０１：ＵＥは第１の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成され
たＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
【０１４７】
　この実施例におけるＳ７０１の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例４
についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明されない。
【０１４８】
　Ｓ７０２：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け要求をグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスへ
送出する。
【０１４９】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが、
ＵＥによって送出された第１の関連付け要求を受信した後に、ＭＣＰＴＴユーザを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け要求をグループデータベースの
配置のために構成されたネットワークデバイスへ送出する。
【０１５０】
　Ｓ７０３：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って生成
する。
【０１５１】
　この実施例におけるＳ７０３の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例４
のＳ４０２についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明されない
。
【０１５２】
　Ｓ７０４：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け応答を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
へ送出する。
【０１５３】
　この実施例では、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイ
スが第１の関連付け情報を生成した後に、グループデータベースの配置のために構成され
たネットワークデバイスは第１の関連付け応答を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個
のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用される。任意
選択で、第１の関連付け応答は更に、ＭＣＰＴＴユーザが、これらＭ個のＭＣＰＴＴグル
ープ以外の、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちの１つのＭＣＰＴＴグループと関連付けら
れることができなかったことを示すために使用される。
 
【０１５４】
　Ｓ７０５：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け応答をＵＥへ送出する。
【０１５５】
　この実施例では、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイ
スによって送出された第１の関連付け応答を受信した後に、ＭＣＰＴＴユーザを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け応答をＵＥへ転送する。それに応
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じて、第１の関連付け応答を受信した後に、ＵＥは、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個のＭＣＰＴ
Ｔグループとの間の関連付けを完了する。
【０１５６】
　任意選択で、Ｓ７０３が実行された後に、すなわち、グループデータベースの配置のた
めに構成されたネットワークデバイスが第１の関連付け情報を生成した後に、第１の関連
付け情報は更に保存される必要がある。これは、下記の任意選択の実現解決策を使用して
実施され得る。
【０１５７】
　第１の任意選択の実現解決策では、Ｓ７０３が実行された後にＳ７０６が実行される。
【０１５８】
　Ｓ７０６：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を保存する。
【０１５９】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が、グ
ループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスに保存される必要が
ある場合、第１の関連付け情報を生成した後に、グループデータベースの配置のために構
成されたネットワークデバイスは、第１の関連付け情報を保存する。
【０１６０】
　第２の任意選択の実現解決策では、Ｓ７０３が実行された後にＳ７０７及びＳ７０８が
実行される。
【０１６１】
　Ｓ７０７：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
へ送出する。
【０１６２】
　Ｓ７０８：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け情報を保存する。
【０１６３】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が、Ｍ
ＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存される必要がある場
合、第１の関連付け情報を生成した後に、グループデータベースの配置のために構成され
たネットワークデバイスは、第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように
構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出し、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭ
ＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報を受信し、第１の関連付け情報を保存する。
【０１６４】
　第３の任意選択の実現解決策では、Ｓ７０３が実行された後にＳ７０９及びＳ７１０が
実行される。
【０１６５】
　Ｓ７０９：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第２の関連付け情報を第２のＭＣＰＴＴサーバへ第１の関連付け情報に従って送出する。
【０１６６】
　Ｓ７１０：第２のＭＣＰＴＴサーバは、第２の関連付け情報を保存する。
【０１６７】
　この実施例におけるＳ７０９及びＳ７１０の具体的な実施過程に関しては、本発明の方
法の実施例４のＳ４０７及びＳ４０８についての関連説明を参照することができ、詳細は
ここでは再度説明されない。
【０１６８】
　実際の適用例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が下
記のうちの少なくとも１つに、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバ、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイ



(29) JP 6572324 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

ス、又はＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存され、
それに応じて、下記のうちの少なくとも１つが、すなわちＳ７０６、Ｓ７０７とＳ７０８
、又はＳ７０９とＳ７１０が実行され得る、ということに留意されたい。
【０１６９】
　任意選択で、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスが
Ｓ７０３を実行する前に、グループデータベースの配置のために構成されたネットワーク
デバイスは、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に
従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可されたＭＣＰＴＴグ
ループのユーザであると決定する。
【０１７０】
　任意選択で、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバがＳ７０
２を実行する前に、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、
Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って、ＭＣ
ＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可されたＭＣＰＴＴグループのユー
ザであると決定する。
【０１７１】
　この実施例では、ＵＥは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバを介して、第１の関連付け要求をグループデータベースの配置のために構成されたネ
ットワークデバイスへ送出し、グループデータベースの配置のために構成されたネットワ
ークデバイスは、第１の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション
情報に従って生成し、第１の関連付け応答をＵＥへ、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように
構成されたＭＣＰＴＴサーバを介して送出して、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグ
ループと成功裏に関連付けられていることを通知する。このようにしてＭＣＰＴＴユーザ
は、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられる。
【０１７２】
　図８は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例８の流れ図である
。図８に示されるように、この実施例は、本発明の方法の実施例１及び実施例３に基づい
ている。第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成されたネット
ワークデバイスであり、第２の通信デバイスが、ＵＥである。この実施例では、グループ
データベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、受信した第１の関連付
け要求に対する権限付与検査を行い、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリ
プション情報に従って、第１の関連付け要求中のどのＭＣＰＴＴグループとＭＣＰＴＴユ
ーザが関連付けられることができるかを決定する。
【０１７３】
　この実施例では、ＵＥと、グループデータベースの配置のために構成されたサーバネッ
トワークデバイスとによって送信される第１の関連付け要求及び第１の関連付け応答は、
Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバを通過する。こ
の実施例の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ８０１：ＵＥは第１の関連付け要求を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように
構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
【０１７４】
　この実施例におけるＳ８０１の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例５
のＳ５０１についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明されない
。
【０１７５】
　Ｓ８０２：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け要求をグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデ
バイスへ送出する。
【０１７６】
　この実施例では、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
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ーバが、ＵＥによって送出された第１の関連付け要求を受信した後に、Ｎ個のＭＣＰＴＴ
グループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け要求をグルー
プデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスへ送出する。
【０１７７】
　Ｓ８０３：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って生成
する。
【０１７８】
　Ｓ８０４：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け応答を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴ
Ｔサーバへ送出する。
【０１７９】
　Ｓ８０５：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け応答をＵＥへ送出する。
【０１８０】
　この実施例におけるＳ８０３からＳ８０５の具体的な実施過程に関しては、本発明の方
法の実施例７のＳ７０３からＳ７０５についての関連説明を参照することができ、詳細は
ここでは再度説明されない。
【０１８１】
　任意選択で、Ｓ８０３が実行された後に、すなわち、グループデータベースの配置のた
めに構成されたネットワークデバイスが第１の関連付け情報を生成した後に、第１の関連
付け情報は更に保存される必要がある。これは、下記の任意選択の実現解決策を使用して
実施され得る。
【０１８２】
　第１の任意選択の実現解決策では、Ｓ８０３が実行された後にＳ８０６が実行される。
【０１８３】
　Ｓ８０６：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を保存する。
【０１８４】
　この実施例におけるＳ８０６の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例７
のＳ７０６についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明されない
。
【０１８５】
　第２の任意選択の実現解決策では、Ｓ８０３が実行された後にＳ８０７及びＳ８０８が
実行される。
【０１８６】
　Ｓ８０７：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
へ送信する。
【０１８７】
　Ｓ８０８：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け情報を保存する。
【０１８８】
　この実施例におけるＳ８０７及びＳ８０８の具体的な実施過程に関しては、本発明の方
法の実施例７のＳ７０７及びＳ７０８についての関連説明を参照することができ、詳細は
ここでは再度説明されない。
【０１８９】
　第３の任意選択の実現解決策では、Ｓ８０３が実行された後にＳ８０９及びＳ８１０が
実行される。
【０１９０】
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　Ｓ８０９：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴ
Ｔサーバへ送出する。
【０１９１】
　Ｓ８１０：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報を保存する。
【０１９２】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が、Ｎ
個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存される必要
がある場合、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴ
Ｔサーバへ送出し、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバは、受信した第１の関連付け情報を保存する。
【０１９３】
　実際の適用例では、ＭＣＰＴＴユーザとＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係が下
記のうちの少なくとも１つに、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバ、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイ
ス、又はＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバに保存され、
それに応じて、下記のうちの少なくとも１つが、すなわちＳ８０６、Ｓ８０７とＳ８０８
、又はＳ８０９とＳ８１０が実行され得る、ということに留意されたい。
【０１９４】
　加えて、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバと、Ｎ個のＭ
ＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが、同一のＭＣＰＴＴサ
ーバである場合、第２のＭＣＰＴＴのために、グループデータベースの配置のために構成
されたネットワークデバイスは上記のＳ８０７及びＳ８０９を実行する必要がない、とい
うことに更に留意されたい。
 
【０１９５】
　任意選択で、Ｓ８０３を実行する前に、グループデータベースの配置のために構成され
たネットワークデバイスは、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユ
ーザの識別子に従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可され
たＭＣＰＴＴグループのユーザであると決定する。
【０１９６】
　任意選択で、Ｓ７０２を実行する前に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバは、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴ
ユーザの識別子に従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可さ
れたＭＣＰＴＴグループのユーザであると決定する。
【０１９７】
　この実施例では、ＵＥは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣ
ＰＴＴサーバを介して、第１の関連付け要求をグループデータベースの配置のために構成
されたネットワークデバイスへ送出し、グループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスは、第１の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリ
プション情報に従って生成し、第１の関連付け応答をＵＥへ、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループ
を管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバを介して送出して、ＭＣＰＴＴユーザがＭ
個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを通知する。このようにして
ＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付
けられる。
【０１９８】
　図９は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例９の流れ図である
。図９に示されるように、この実施例は、本発明の方法の実施例１及び実施例３に基づい
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ている。第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバである。この実施例では、ＭＣＰＴＴグループを管理するよう
に構成されたＭＣＰＴＴサーバは、受信した第１の関連付け要求に対する権限付与検査を
行い、すなわち、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、第１の
関連付け要求中のどのＭＣＰＴＴグループとＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることがで
きるかを決定する。この実施例の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ９０１：ＵＥは第３の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成され
たＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
【０１９９】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザがＨ個のＭＣＰＴＴグループとの関連付けを開始す
ると、ＭＣＰＴＴユーザによって使用されるＵＥは、第３の関連付け要求を生成し、第３
の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送
出する。第３の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子、及びＨ個のＭＣＰＴＴグル
ープの識別子を含み、第３の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＨ個のＭＣＰＴＴグル
ープと関連付けるように要求するために使用され、Ｈは１以上の整数である。
 
【０２００】
　Ｓ９０２：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第３の
関連付け要求と、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループ
とに従って、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＴ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって
管理されるＭＣＰＴＴグループを決定する。
【０２０１】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、
Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ、すなわち、Ｔ
個の第３のＭＣＰＴＴサーバを決定することができ、それにより、Ｔ個のＭＣＰＴＴサー
バのそれぞれの第３のＭＣＰＴＴサーバによって管理される、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループ
のうちのＭＣＰＴＴグループが決定され得る。Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって管
理されるＭＣＰＴＴグループは、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループを含み、それぞれの第３のＭ
ＣＰＴＴサーバは、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのうちの少なくとも１つのＭＣＰＴＴグル
ープを管理する。
【０２０２】
　Ｓ９０３：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け要求を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バへ送出する。
【０２０３】
　この実施例では、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバのうちの任意のＭＣＰＴＴサーバが一
例として使用されており、この任意のＭＣＰＴＴサーバは、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループの
うちのＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け要求
を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出する
。第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識
別子を含む。
【０２０４】
　Ｓ９０４：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報をＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って生
成する。
【０２０５】
　この実施例におけるＳ９０４の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例５
についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明されない。
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【０２０６】
　Ｓ９０５：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け応答を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バへ送出する。
【０２０７】
　この実施例では、第１の関連付け情報を生成した後に、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管
理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け応答を、ＭＣＰＴＴユーザ
を管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。第１の関連付け応答は、ＭＣ
ＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に
関連付けられていることを示すために使用される。
【０２０８】
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ（すなわち、
Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバのうちの１つのＭＣＰＴＴサーバ）だけがＳ９０３からＳ
９０５に示されており、他のＭＣＰＴＴサーバは、同様であるが図９には示されていない
ことに留意されたい。
【０２０９】
　Ｓ９０６：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第３の関連付け応答をＵＥへ送出する。
【０２１０】
　この実施例では、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバは、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって送出された第１の関連付け応答に従って
、ＭＣＰＴＴユーザがＨ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＬ個のＭＣＰＴＴグループと成
功裏に関連付けられていると決定することができ、第３の関連付け応答をＵＥへ送出する
ことができる。第３の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＨ個のＭＣＰＴＴグループの
うちのＬ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用さ
れ、Ｍ≦Ｌ≦Ｈであり、Ｌは整数である。
【０２１１】
　任意選択で、Ｓ９０４が実行された後に、すなわち、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理
するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが第１の関連付け情報を生成した後に、第１の関
連付け情報は保存される必要がある。これは、下記の任意選択の実現解決策を使用して実
施され得る。
【０２１２】
　第１の任意選択の実現解決策では、Ｓ９０４が実行された後にＳ９０７が実行される。
【０２１３】
　Ｓ９０７：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報を保存する。
【０２１４】
　この実施例におけるＳ９０７の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例５
のＳ５０４についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明されない
。
【０２１５】
　第２の任意選択の実現解決策では、Ｓ９０４が実行された後にＳ９０８及びＳ９０９が
実行される。
【０２１６】
　Ｓ９０８：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報をグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデ
バイスへ送出する。
【０２１７】
　Ｓ９０９：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、
第１の関連付け情報を保存する。
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【０２１８】
　この実施例におけるＳ９０８及びＳ９０９の具体的な実施過程に関しては、本発明の方
法の実施例５のＳ５０５及びＳ５０６についての関連説明を参照することができ、詳細は
ここでは再度説明されない。
【０２１９】
　第３の任意選択の実現解決策では、Ｓ９０４が実行された後にＳ９１０及びＳ９１１が
実行される。
【０２２０】
　Ｓ９１０：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは
、第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バへ送出する。
【０２２１】
　Ｓ９１１：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の
関連付け情報を保存する。
【０２２２】
　この実施例におけるＳ９１０及びＳ９１１の具体的な実施過程に関しては、本発明の方
法の実施例５のＳ５０７及びＳ５０８についての関連説明を参照することができ、詳細は
ここでは再度説明されない。
【０２２３】
　この実施例では、ＵＥは第３の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出し、次に、対応する第１の関連付け要求をＴ個の第３の
ＭＣＰＴＴサーバへ送出する。次に、第３のＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報を
ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って生成し、また第１の関連付
け応答を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第３の関連付け応答
をＵＥへ、受信した第１の関連付け応答に従って送出して、ＭＣＰＴＴユーザがＬ個のＭ
ＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを通知する。このようにしてＭＣＰ
ＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＬ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられ
る。
【０２２４】
　図１０は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例１０の流れ図で
ある。図１０に示されるように、この実施例は、本発明の方法の実施例２及び実施例３に
基づいている。第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスであり、第２の通信デバイスはＵＥであり、第３の通信デバイスは
第１のＭＣＰＴＴサーバである。第１のＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【０２２５】
　この実施例では、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイ
スは、第１のＭＣＰＴＴサーバを介して、ＵＥによって送出された第１の関連付け要求を
受信する。この実施例の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ１００１：ＵＥは、第１の関連付け要求を第１のＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
【０２２６】
　Ｓ１００２：第１のＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け要求をグループデータベース
の配置のために構成されたネットワークデバイスへ送出する。
【０２２７】
　この実施例におけるＳ１００１及びＳ１００２の具体的な実施過程に関しては、本発明
の方法の実施例７又は実施例８についての関連説明を参照することができ、詳細はここで
は再度説明されない。
【０２２８】
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　Ｓ１００３：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは
、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ
個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する
。
【０２２９】
　この実施例では、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイ
スは、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報を取得し、ＭＣＰＴＴユーザ
の関連付けサブスクリプション情報は、ＭＣＰＴＴユーザが関連付けられることができる
ＭＣＰＴＴグループを示すために使用され、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプシ
ョン情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰ
ＴＴグループと関連付けられることができると決定することができ、それによりＭＣＰＴ
ＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるこ
とを決定することができ、ここで１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍは整数である。
【０２３０】
　任意選択で、Ｓ１００３を実行する前に、グループデータベースの配置のために構成さ
れたネットワークデバイスは更に、ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータをＭＣ
ＰＴＴユーザの識別子に従って取得し、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション
情報をＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータに従って取得し、又は、
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報をＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子に従っ
て取得し、またＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＮ個のＭＣＰＴＴ
グループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得する。
【０２３１】
　任意選択で、Ｓ１００３を実行する前に、グループデータベースの配置のために構成さ
れたネットワークデバイスは更に、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループとＭＣＰＴＴユーザの識別
子とに従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループのうちの許可されたＭＣＰ
ＴＴグループのユーザであると決定する。
【０２３２】
　Ｓ１００４：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは
、第２の関連付け応答を第１のＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
【０２３３】
　この実施例では、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイ
スがＭＣＰＴＴユーザを、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループ
と関連付けることを決定した後に、グループデータベースの配置のために構成されたネッ
トワークデバイスは、第２の関連付け応答を第１のＭＣＰＴＴサーバへ送出する。第２の
関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを指示
するために使用される。任意選択で、第２の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子
及びＭ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含む。
【０２３４】
　Ｓ１００５：第１のＭＣＰＴＴサーバは、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユ
ーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける。
【０２３５】
　この実施例では、第１のＭＣＰＴＴサーバによって、第２の関連付け応答に従って、Ｍ
ＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける実行可能な実施方式は、第１の
ＭＣＰＴＴサーバによって、第１の関連付け情報を第２の関連付け応答に従って生成する
ことである。第１の関連付け情報は、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個のＭＣＰＴＴグループとの
間の関連付け関係を示すために使用される。
【０２３６】
　Ｓ１００６：第１のＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け応答をＵＥへ送出する。
【０２３７】
　この実施例では、第１のＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け応答をＵＥへ第２の関連
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付け応答に従って送出する。第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴ
Ｔグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用される。それに応じて、
第１の関連付け応答を受信した後に、ＵＥは、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個のＭＣＰＴＴグル
ープとの間の関連付けを完了する。任意選択で、第１の関連付け応答は第２の関連付け応
答と同じである。
【０２３８】
　この実施例では、ＵＥは、第１のＭＣＰＴＴサーバを介して、第１の関連付け要求をグ
ループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスへ送出し、次に、グ
ループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、ＭＣＰＴＴユー
ザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグ
ループと関連付けることを決定し、第２の関連付け応答を第１のＭＣＰＴＴサーバへ送出
し、それにより、第１のＭＣＰＴＴサーバは、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴ
ユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け、第１の関連付け応答をＵＥへ送出して、
ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを通知
する。このようにしてＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関心を持つＭ個のＭＣＰ
ＴＴグループと関連付けられる。
【０２３９】
　図１１は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例１１の流れ図で
ある。図１１に示されるように、この実施例は、本発明の方法の実施例２及び実施例３に
基づいている。第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスであり、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよう
に構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第３の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグルー
プを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである。この実施例の方法は下記を含み
得る。すなわち、
　Ｓ１１０１：ＵＥは第３の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成さ
れたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
【０２４０】
　Ｓ１１０２：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第３
の関連付け要求と、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグルー
プとに従って、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＴ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによっ
て管理されるＭＣＰＴＴグループを決定する。
【０２４１】
　Ｓ１１０３：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１
の関連付け要求を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバへ送出する。
【０２４２】
　この実施例におけるＳ１１０１からＳ１１０３の具体的な実施過程に関しては、本発明
の方法の実施例９についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明さ
れない。
【０２４３】
　Ｓ１１０４：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
は、第１の関連付け要求をグループデータベースの配置のために構成されたネットワーク
デバイスへ送出する。
【０２４４】
　この実施例では、対応する第１の関連付け要求を受信した後に、Ｔ個の第３のＭＣＰＴ
Ｔサーバのうちの任意のＭＣＰＴＴサーバが、第１の関連付け要求をグループデータベー
スの配置のために構成されたネットワークデバイスへ送出する。Ｎ個のＭＣＰＴＴグルー
プを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ（すなわち、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサ
ーバのうちの１つのＭＣＰＴＴサーバ）だけが図１１に示されており、他の第３のＭＣＰ
ＴＴサーバは、同様であるが図１１には示されていない。
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【０２４５】
　Ｓ１１０５：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは
、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ
個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する
。
【０２４６】
　Ｓ１１０６：グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスは
、第２の関連付け応答を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰ
ＴＴサーバへ送出する。
【０２４７】
　この実施例におけるＳ１００５及びＳ１００６の具体的な実施過程に関しては、本発明
の方法の実施例１０のＳ１００３及びＳ１００４についての関連説明を参照することがで
き、詳細はここでは再度説明されない。
【０２４８】
　Ｓ１１０６が実行された後に、第１の実行可能な実施方式で、Ｎ個のＭＣＰＴＴグルー
プを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴ
Ｔグループと関連付ける。すなわち、Ｓ１１０７からＳ１１０８、及びＳ１１１０が実行
される。
【０２４９】
　Ｓ１１０６が実行された後に、第２の実行可能な実施方式で、ＭＣＰＴＴユーザを管理
するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プと関連付ける。すなわち、Ｓ１１０８からＳ１１１０が実行される。
【０２５０】
　Ｓ１１０７：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
は、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連
付ける。
【０２５１】
　この実施例におけるＳ１００７の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例
１０のＳ１００５についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明さ
れない。
【０２５２】
　Ｓ１１０８：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
は、第１の関連付け応答を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバへ送出する。
【０２５３】
　この実施例では、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバは、第１の関連付け応答を、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザを管理
するように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴ
ユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用
される。任意選択で、第１の関連付け応答は第２の関連付け応答と同じである。
【０２５４】
　Ｓ１１０９：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＰＣＴＴサーバは、第１
の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける。
【０２５５】
　この実施例では、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバによって送出された第１の関連付け応答を受信した後に、ＭＣＰＴＴユーザを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバは更に、第１の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴ
ユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることができる。実行可能な実施方式は、
ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバによって、第１の関連付
け情報を生成することである。第１の関連付け情報は、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個のＭＣＰ
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ＴＴグループとの間の関連付け関係を示すために使用される。
【０２５６】
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ（すなわち、
Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバのうちの１つのＭＣＰＴＴサーバ）だけが図１１のＳ１１
０９に示されているが、他の第３のＭＣＰＴＴサーバは、同様であるが図１１には示され
ていない。
【０２５７】
　したがって、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、Ｔ個
の第３のＭＣＰＴＴサーバによって送出された第１の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴ
ユーザをＨ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＬ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けること
ができる。一方式は、ＭＣＰＴＴユーザとＬ個のＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関
係を生成することである。Ｌ個のＭＣＰＴＴグループは、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループを含
む。
【０２５８】
　Ｓ１１１０：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第３
の関連付け応答をＵＥへ送出する。
【０２５９】
　この実施例では、ＭＣＰＴＴユーザをＬ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けた後に、Ｍ
ＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第３の関連付け応答を
ＵＥへ送出する。第３の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＬ個のＭＣＰＴＴグループ
と成功裏に関連付けられていることを示すために使用される。それに応じて、第３の関連
付け応答を受信した後に、ＵＥは、ＭＣＰＴＴユーザとＬ個のＭＣＰＴＴグループとの間
の関連付けを完了する。
【０２６０】
　この実施例では、前述の解決策によって、ＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関
心を持つＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられる。
【０２６１】
　図１２は、本発明による、ユーザをグループと関連付ける方法の実施例１２の流れ図で
ある。図１２に示されるように、この実施例は、本発明の方法の実施例２及び実施例３に
基づいている。第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスはＵＥであり、第３の通信デバイス
は、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである。この実施例
の方法は下記を含み得る。すなわち、
　Ｓ１２０１：ＵＥは第３の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成さ
れたＭＣＰＴＴサーバへ送出する。
 
【０２６２】
　Ｓ１２０２：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第３
の関連付け要求と、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグルー
プとに従って、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＴ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによっ
て管理されるＭＣＰＴＴグループを決定する。
【０２６３】
　Ｓ１２０３：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１
の関連付け要求を、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバへ送出する。
【０２６４】
　この実施例におけるＳ１２０１からＳ１２０３の具体的な実施過程に関しては、本発明
の方法の実施例１１についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明
されない。
【０２６５】



(39) JP 6572324 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

　Ｓ１２０４：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
は、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザを
Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定す
る。
【０２６６】
　Ｓ１２０５：Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ
は、第２の関連付け応答を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサ
ーバへ送出する。
【０２６７】
　Ｓ１２０６：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＰＣＴＴサーバは、第２
の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける。
【０２６８】
　この実施例におけるＳ１２０４からＳ１２０６の具体的な実施過程に関しては、本発明
の方法の実施例１０のＳ１００３からＳ１００５についての関連説明を参照することがで
き、詳細はここでは再度説明されない。
【０２６９】
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ（すなわち、
Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバのうちの１つのＭＣＰＴＴサーバ）だけが図１２に示され
ているが、他の第３のＭＣＰＴＴサーバは、同様であるが図１２には示されていないこと
に留意されたい。
【０２７０】
　Ｓ１２０７：ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第３
の関連付け応答をＵＥへ送出する。
【０２７１】
　この実施例におけるＳ１２０７の具体的な実施過程に関しては、本発明の方法の実施例
１１のＳ１１１０についての関連説明を参照することができ、詳細はここでは再度説明さ
れない。
【０２７２】
　この実施例では、前述の解決策によって、ＭＣＰＴＴユーザは、ＭＣＰＴＴユーザが関
心を持つＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けられる。
【０２７３】
　図１３は、本発明による通信デバイスの実施例１の概略構成図である。図１３に示され
るように、この実施例における通信デバイスは、第１の通信デバイスとして使用され、受
信ユニット１１、処理ユニット１２、及び送出ユニット１３を含む。受信ユニット１１は
、第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付け要求を受信するように構成され
、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識
別子を含み、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループと関
連付けるように要求するために使用され、Ｎは１以上の整数である。処理ユニット１２は
、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ
個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように構成され
、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報は、ＭＣＰＴＴユーザが関連付け
られることができるＭＣＰＴＴグループを示すために使用される。送出ユニット１３は、
第１の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出するように構成され、第１の関連付け応
答は、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループ
と成功裏に関連付けられていることを示すために使用され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍは整数
である。
【０２７４】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスであり、又は、第１の通信デバイスは、第１のＭＣＰＴＴサーバで
あるとともに、第１のＭＣＰＴＴサーバがＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
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ＭＣＰＴＴサーバであるか若しくはＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成され
たＭＣＰＴＴサーバであり、
　第２の通信デバイスはＵＥである。
【０２７５】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【０２７６】
　任意選択で、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバである場合、処理ユニット１２は具体的に、
　ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ
個のＭＣＰＴＴグループのうちのＲ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する
ように構成され、ここで１≦Ｎ≦Ｒであり、Ｒが整数である、かつ、
　第２の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バへ送出するように構成され、ここで第２の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子
及びＲ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、それにより、ＭＣＰＴＴユーザを管理す
るように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第２の関連付け要求及びＭＣＰＴＴユーザの関
連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＲ個のＭＣＰＴＴグループ
のうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定し、ここで１≦Ｒ≦Ｍである
、かつ、
　ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバによって送出された第
２の関連付け応答を受信するように構成され、ここで第２の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴ
ユーザをＲ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けること
を指示するために使用される、かつ、
　第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付
けるように構成される。
【０２７７】
　任意選択で、処理ユニット１２は具体的に、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプ
ション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣ
ＰＴＴグループと関連付けることを決定するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭ
ＣＰＴＴグループと関連付けるように構成される。
【０２７８】
　任意選択で、処理ユニット１２がＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうち
のＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける場合、処理ユニット１２は具体的に、第１の関
連付け情報を生成するように構成され、第１の関連付け情報は、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個
のＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を示すために使用される。
【０２７９】
　任意選択で、処理ユニット１２が第１の関連付け情報を生成した後に、処理ユニット１
２は更に、第１の関連付け情報を保存するように構成される。
【０２８０】
　任意選択で、第１の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭ
ＣＰＴＴサーバであるか、又はＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭ
ＣＰＴＴサーバである場合、送出ユニット１３は更に、処理ユニット１２が第１の関連付
け情報を生成した後に、第１の関連付け情報をグループデータベースの配置のために構成
されたネットワークデバイスへ送出するように構成され、それにより、グループデータベ
ースの配置のために構成されたネットワークデバイスは、第１の関連付け情報を保存する
、或いは、
　第１の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイス
である場合、送出ユニット１３は更に、処理ユニット１２が第１の関連付け情報を生成し
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た後に、第２の関連付け情報をＫ個の第２のＭＣＰＴＴサーバへ第１の関連付け情報に従
ってそれぞれ送出するように構成され、それにより、それぞれの第２のＭＣＰＴＴサーバ
が、受信した第２の関連付け情報を保存し、ここで１≦Ｋ≦Ｍであり、Ｋは整数であり、
Ｋ個の第２のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループはＭ個のＭＣＰＴ
Ｔグループを含み、それぞれの第２のＭＣＰＴＴサーバは、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループの
うちの少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループを管理し、第２の関連付け情報の各要素は、
ＭＣＰＴＴユーザと、第２の関連付け情報を受信する第２のＭＣＰＴＴサーバによって管
理される少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を示すために使用さ
れる、或いは、
　第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰ
ＴＴサーバであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワーク
デバイスである場合、送出ユニット１３は更に、処理ユニット１２が第１の関連付け情報
を生成した後に、第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバへ送出するように構成され、それにより、ＭＣＰＴＴユーザを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報を保存する。
【０２８１】
　任意選択で、処理ユニット１２は更に、処理ユニット１２が、ＭＣＰＴＴユーザの関連
付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループの
うちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける前に、ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプシ
ョンデータをＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユー
ザの関連付けサブスクリプション情報をＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータに
従って取得するように構成される、又は、
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報をＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子に従っ
て取得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＮ個の
ＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得するよう
に、構成される。
【０２８２】
　任意選択で、処理ユニット１２は更に、処理ユニット１２が、ＭＣＰＴＴユーザの関連
付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループの
うちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける前に、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのグルー
プ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグ
ループのうちの許可されたＭＣＰＴＴグループのユーザであると決定するように構成され
る。
【０２８３】
　この実施例における通信デバイスは、本発明の方法の実施例１、又は実施例３から実施
例９のいずれかの実施例における第１の通信デバイスによって実行される解決策を実行す
るように構成され得る。これらの実施原理及び技術的効果は類似しており、詳細はここで
は再度説明されない。
【０２８４】
　図１４は、本発明による通信デバイスの実施例２の概略構成図である。図１４に示され
るように、この実施例における通信デバイスは、第１の通信デバイスとして使用され、受
信ユニット２１、処理ユニット２２、及び送出ユニット２３を含み得る。受信ユニット２
１は、第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付け要求を、第３の通信デバイ
スを介して受信するように構成され、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子
及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユー
ザをＮ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｎは１以上
の整数である。処理ユニット２２は、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情
報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグ
ループと関連付けることを決定するように構成され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍは整数である
。送出ユニット２３は、第２の関連付け応答を第３の通信デバイスへ送出するように構成
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され、それにより、第３の通信デバイスが、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユ
ーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け、第１の関連付け応答を第２の通信デバイス
へ送出する。第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグループと成
功裏に関連付けられていることを示すために使用される。
【０２８５】
　任意選択で、第２の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＭ個のＭＣＰＴＴ
グループの識別子を含む。
【０２８６】
　任意選択で、第２の通信デバイスはＵＥであり、第１の通信デバイスは、グループデー
タベースの配置のために構成されたネットワークデバイスであり、第３の通信デバイスは
、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＮ個の
ＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである、或いは、
　第２の通信デバイスはＵＥであり、第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループ
を管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第３の通信デバイスは、ＭＣＰＴ
Ｔユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである、或いは、
　第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バであり、第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成されたネッ
トワークデバイスであり、第３の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＭＣＰＴＴユーザを管理するように構
成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【０２８７】
　具体的に、図１４に示された実施例に基づいて、第２の通信デバイスと第３通信デバイ
スが同じデバイスである、すなわちＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰ
ＴＴサーバである場合、受信ユニット２１は具体的に、第２の通信デバイスによって送出
された第１の関連付け要求を受信するように構成され、送出ユニット２３は具体的に、第
２の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出するように構成され、それにより、第２の
通信デバイスは、第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグ
ループと関連付け、第１の関連付け応答を生成する。
【０２８８】
　第１の関連付け要求及び第１の関連付け応答などの関連用語については、すべて図２又
は図１４に示された実施例の説明を参照することができ、詳細は再度説明されない。
【０２８９】
　任意選択で、処理ユニット２２は更に、処理ユニット２２が、ＭＣＰＴＴユーザの関連
付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループの
うちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける前に、ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプシ
ョンデータをＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユー
ザの関連付けサブスクリプション情報をＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータに
従って取得するように構成される、又は、
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報をＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子に従っ
て取得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＮ個の
ＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得するよう
に構成される。
【０２９０】
　任意選択で、処理ユニット２２は更に、処理ユニット２２が、ＭＣＰＴＴユーザの関連
付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループの
うちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する前に、Ｍ個のＭＣＰＴＴグ
ループとＭＣＰＴＴユーザの識別子とに従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグ
ループのうちの許可されたＭＣＰＴＴグループのユーザであると決定するように構成され
る。
【０２９１】
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　この実施例における通信デバイスは、本発明の方法の実施例２、又は実施例１０から実
施例１２のいずれかの実施例における第１の通信デバイスによって実行される解決策を実
行するように構成され得る。これらの実施原理及び技術的効果は類似しており、詳細はこ
こでは再度説明されない。
【０２９２】
　図１５は、本発明による通信デバイスの実施例３の概略構成図である。図１５に示され
るように、この実施例における通信デバイスは、第２の通信デバイスとして使用され、送
出ユニット３１、及び受信ユニット３２を含み得る。送出ユニット３１は、第１の関連付
け要求を第１の通信デバイスへ送出するように構成され、第１の関連付け要求は、ＭＣＰ
ＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の関連付け要求
は、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求するために使
用され、Ｎは１以上の整数である。受信ユニット３２は、第１の通信デバイスによって送
出された第１の関連付け応答を受信するように構成され、第１の関連付け応答は、ＭＣＰ
ＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関
連付けられていることを示すために使用され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍは整数である。
【０２９３】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスであり、又は、第１の通信デバイスは、第１のＭＣＰＴＴサーバで
あるとともに、第１のＭＣＰＴＴサーバがＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバであるか
若しくはＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するＭＣＰＴＴサーバであり、
　第２の通信デバイスはＵＥである。
【０２９４】
　任意選択で、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はグループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスである場合、送出ユニット３１は具体的に、第１の関連付け要求を
第１の通信デバイスへ、ＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバを介して送出するように構
成され、
　受信ユニット３２は具体的に、ＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバを介して、第１の
通信デバイスによって送出された第１の関連付け応答を受信するように構成される。
【０２９５】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【０２９６】
　任意選択で、この実施例における通信デバイスは更に処理ユニット３３を含み、受信ユ
ニット３２は更に、送出ユニット３１が第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ送出
する前に、ＵＥによって送出された第３の関連付け要求を受信するように構成され、第３
の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＨ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を
含み、第３の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＨ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け
るように要求するために使用され、Ｈは１以上の整数であり、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループ
はＮ個のＭＣＰＴＴグループを含み、
　処理ユニット３３は、第３の関連付け要求と、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって
管理されるＭＣＰＴＴグループとに従って、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのＴ個の第３のＭ
ＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループを決定するように構成され、Ｔ個
の第３のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループはＨ個のＭＣＰＴＴグ
ループを含み、それぞれの第３のＭＣＰＴＴサーバは、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのうち
の少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループを管理し、第１の通信デバイスは、Ｔ個の第３の
ＭＣＰＴＴサーバのうちのいずれかのＭＣＰＴＴサーバであり、
　送出ユニット３１は更に、受信ユニット３２が第１の通信デバイスによって送出された
第１の関連付け応答を受信した後に、第３の関連付け応答をＵＥへ第１の関連付け応答に
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従って送出するように構成され、第３の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＨ個のＭＣ
ＰＴＴグループのうちのＬ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを
示すために使用され、Ｍ≦Ｌ≦Ｈであり、Ｌは整数である。
【０２９７】
　この実施例における通信デバイスは、本発明の方法の前述の実施例における第２の通信
デバイスによって実行される解決策を実行するように構成され得る。これらの実施原理及
び技術的効果は類似しており、詳細はここでは再度説明されない。
【０２９８】
　図１６は、本発明による通信デバイスの実施例４の概略構成図である。図１６に示され
るように、この実施例における通信デバイスは、第１の通信デバイスとして使用され、プ
ロセッサ４１、受信機４２、及び送信機４３を含み得る。プロセッサ４１は、受信機４２
を介して、第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付け要求を受信するように
構成され、ここで第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴ
Ｔグループの識別子を含み、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴ
Ｔグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｎは１以上の整数である。プロ
セッサ４１はまた、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣ
ＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け
るように構成され、ここでＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報は、ユー
ザが関連付けられることができるＭＣＰＴＴグループを示すために使用される。プロセッ
サ４１はまた、送信機４３を介して、第１の関連付け応答を第２の通信デバイスへ送出す
るように構成され、ここで第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴ
グループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すた
めに使用され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍは整数である。
【０２９９】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスであり、又は、第１の通信デバイスは、第１のＭＣＰＴＴサーバで
あるとともに、第１のＭＣＰＴＴサーバがＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成された
ＭＣＰＴＴサーバであるか若しくはＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成され
たＭＣＰＴＴサーバであり、
　第２の通信デバイスはＵＥである。
【０３００】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【０３０１】
　任意選択で、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバである場合に、プロセッサ４１が、ＭＣＰＴＴユーザの関連付け
サブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうち
のＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける場合、プロセッサ４１は具体的に、
　ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ
個のＭＣＰＴＴグループのうちのＲ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する
ように構成され、ここで１≦Ｒ≦Ｎであり、Ｒは整数である、かつ、
　送信機４３を介して、第２の関連付け要求を、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバへ送出するように構成され、ここで第２の関連付け要求が、ＭＣ
ＰＴＴユーザの識別子及びＲ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、それにより、ＭＣ
ＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバが、第２の関連付け要求及び
ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＲ個
のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定し、こ
こで１≦Ｍ≦Ｒである、かつ、
　受信機４２を介して、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバ



(45) JP 6572324 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

によって送出された第２の関連付け応答を受信するように構成され、ここで第２の関連付
け応答が、ＭＣＰＴＴユーザをＲ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグル
ープと関連付けることを指示するために使用される、かつ、
　第２の関連付け応答に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付
けるように構成される。
【０３０２】
　任意選択で、プロセッサ４１が、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報
に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグル
ープと関連付ける場合、プロセッサ４１は具体的に、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブス
クリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個
のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザをＭ
個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように構成される。
【０３０３】
　任意選択で、プロセッサ４１がＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちの
Ｍ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける場合、プロセッサ４１は具体的に、第１の関連付
け情報を生成するように構成され、第１の関連付け情報は、ＭＣＰＴＴユーザとＭ個のＭ
ＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を示すために使用される。
【０３０４】
　任意選択で、プロセッサ４１が第１の関連付け情報を生成した後に、プロセッサ４１は
更に、第１の関連付け情報を保存するように構成される。
【０３０５】
　任意選択で、第１の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭ
ＣＰＴＴサーバであるか、又はＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭ
ＣＰＴＴサーバである場合、プロセッサ４１は更に、
　プロセッサ４１が第１の関連付け情報を生成した後に、送信機４３を介して、第１の関
連付け情報をグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスへ送
出するように構成され、それにより、グループデータベースの配置のために構成されたネ
ットワークデバイスは、第１の関連付け情報を保存する、或いは、
　第１の通信デバイスが、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイス
である場合、プロセッサ４１は更に、プロセッサ４１が第１の関連付け情報を生成した後
に、送信機４３を介して、第２の関連付け情報をＫ個の第２のＭＣＰＴＴサーバへ第１の
関連付け情報に従ってそれぞれ送出するように構成され、それにより、それぞれの第２の
ＭＣＰＴＴサーバは、受信した第２の関連付け情報を保存し、ここで１≦Ｋ≦Ｍであり、
Ｋは整数であり、Ｋ個の第２のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループ
はＭ個のＭＣＰＴＴグループを含み、それぞれの第２のＭＣＰＴＴサーバは、Ｍ個のＭＣ
ＰＴＴグループのうちの少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループを管理し、第２の関連付け
情報の各要素は、ＭＣＰＴＴユーザと、第２の関連付け情報を受信する第２のＭＣＰＴＴ
サーバによって管理される少なくとも１つのＭＣＰＴＴグループとの間の関連付け関係を
示すために使用される、或いは、
　第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰ
ＴＴサーバであるか、又はグループデータベースの配置のために構成されたネットワーク
デバイスである場合、プロセッサ４１は更に、プロセッサ４１が第１の関連付け情報を生
成した後に、送信機４３を介して、第１の関連付け情報を、ＭＣＰＴＴユーザを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバへ送出するように構成され、それにより、ＭＣＰＴＴ
ユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバは、第１の関連付け情報を保存する
。
【０３０６】
　任意選択で、プロセッサ４１は更に、プロセッサ４１が、ＭＣＰＴＴユーザの関連付け
サブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうち
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のＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける前に、
　ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータをＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取
得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＭＣＰＴＴ
ユーザのサブスクリプションデータに従って取得するように構成される、又は、
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報をＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子に従っ
て取得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＮ個の
ＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得するよう
に構成される。
【０３０７】
　任意選択で、プロセッサ４１は更に、プロセッサ４１が、ＭＣＰＴＴユーザの関連付け
サブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうち
のＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける前に、Ｍ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情
報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プのうちの許可されたＭＣＰＴＴグループのユーザであると決定するように構成される。
【０３０８】
　この実施例における通信デバイスは、本発明の方法の実施例１、又は実施例３から実施
例９のいずれかの実施例における第１の通信デバイスによって実行される解決策を実行す
るように構成され得る。これらの実施原理及び技術的効果は類似しており、詳細はここで
は再度説明されない。
【０３０９】
　図１７は、本発明による通信デバイスの実施例５の概略構成図である。図１７に示され
るように、この実施例における通信デバイスは、第１の通信デバイスとして使用され、プ
ロセッサ５１、受信機５２、及び送信機５３を含み得る。プロセッサ５１は、受信機５２
を介して、第２の通信デバイスによって送出された第１の関連付け要求を受信するように
構成され、ここで第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＮ個のＭＣＰＴ
Ｔグループの識別子を含み、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴ
Ｔグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｎは１以上の整数である。プロ
セッサ５１はまた、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報に従って、ＭＣ
ＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け
ることを決定するように構成され、ここで１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍは整数である。プロセッ
サ５１はまた、送信機５３を介して、第２の関連付け応答を第３の通信デバイスへ送出す
るように構成され、それにより、第３の通信デバイスが、第２の関連付け応答に従って、
ＭＣＰＴＴユーザをＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付け、第１の関連付け応答を第２の
通信デバイスへ送出し、ここで第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰ
ＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用される。
【０３１０】
　任意選択で、第２の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＭ個のＭＣＰＴＴ
グループの識別子を含む。
【０３１１】
　任意選択で、第２の通信デバイスはＵＥであり、第１の通信デバイスは、グループデー
タベースの配置のために構成されたネットワークデバイスであり、第３の通信デバイスは
、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＮ個の
ＭＣＰＴＴグループを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである、或いは、
　第２の通信デバイスはＵＥであり、第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループ
を管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバであり、第３の通信デバイスは、ＭＣＰＴ
Ｔユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサーバである、或いは、
　第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するように構成されたＭＣＰＴＴサー
バであり、第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成されたネッ
トワークデバイスであり、第３の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理する
ように構成されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はＭＣＰＴＴユーザを管理するように構
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成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【０３１２】
　任意選択で、プロセッサ５１は更に、プロセッサ５１が、ＭＣＰＴＴユーザの関連付け
サブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうち
のＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付ける前に、
　ＭＣＰＴＴユーザのサブスクリプションデータをＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取
得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＭＣＰＴＴ
ユーザのサブスクリプションデータに従って取得するように構成される、又は、
　Ｎ個のＭＣＰＴＴグループのグループ情報をＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子に従っ
て取得するように、かつ、ＭＣＰＴＴユーザの関連付けサブスクリプション情報をＮ個の
ＭＣＰＴＴグループのグループ情報及びＭＣＰＴＴユーザの識別子に従って取得するよう
に構成される。
【０３１３】
　任意選択で、プロセッサ５１は更に、プロセッサ５１が、ＭＣＰＴＴユーザの関連付け
サブスクリプション情報に従って、ＭＣＰＴＴユーザをＮ個のＭＣＰＴＴグループのうち
のＭ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けることを決定する前に、Ｍ個のＭＣＰＴＴグルー
プとＭＣＰＴＴユーザの識別子とに従って、ＭＣＰＴＴユーザがＭ個のＭＣＰＴＴグルー
プのうちの許可されたＭＣＰＴＴグループのユーザであると決定するように構成される。
【０３１４】
　この実施例における通信デバイスは、本発明の方法の実施例２、又は実施例１０から実
施例１２のいずれかの実施例における第１の通信デバイスによって実行される解決策を実
行するように構成され得る。これらの実施原理及び技術的効果は類似している。それら及
び詳細はここでは再度説明されない。
【０３１５】
　図１８は、本発明による通信デバイスの実施例６の概略構成図である。図１８に示され
るように、この実施例における通信デバイスは、第２の通信デバイスとして使用され、プ
ロセッサ６１、送信機６２、及び受信機６３を含み得る。プロセッサ６１は、
　第２の通信デバイスの送信機６２を介して、第１の関連付け要求を第１の通信デバイス
へ送出するように構成され、ここで第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及
びＮ個のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第１の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザ
をＮ個のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｎは１以上の
整数である、かつ、
　受信機６３を介して、第１の通信デバイスによって送出された第１の関連付け応答を受
信するように構成され、第１の関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＮ個のＭＣＰＴＴグ
ループのうちのＭ個のＭＣＰＴＴグループと成功裏に関連付けられていることを示すため
に使用され、１≦Ｍ≦Ｎであり、Ｍは整数である。
【０３１６】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、グループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスであり、又は、第１の通信デバイスは、第１のＭＣＰＴＴサーバで
あるとともに、第１のＭＣＰＴＴサーバがＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバであるか
若しくはＮ個のＭＣＰＴＴグループを管理するＭＣＰＴＴサーバであり、
　第２の通信デバイスはＵＥである。
【０３１７】
　任意選択で、第１の通信デバイスが、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバであるか、又はグループデータベースの配置のために構成された
ネットワークデバイスである場合に、プロセッサが、送信機６２を介して、第１の関連付
け要求を第１の通信デバイスへ送出する場合、プロセッサ６１は具体的に、送信機６２を
介して、第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ、ＭＣＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサ
ーバを介して送出するように構成される。
【０３１８】



(48) JP 6572324 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

　プロセッサ６１が、受信機６３を介して、第１の通信デバイスによって送出された第１
の関連付け応答を受信する場合、プロセッサ６１は具体的に、受信機６３を介して、ＭＣ
ＰＴＴユーザのＭＣＰＴＴサーバを介して、第１の通信デバイスによって送出された第１
の関連付け応答を受信するように構成される。
【０３１９】
　任意選択で、第１の通信デバイスは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを管理するように構成
されたＭＣＰＴＴサーバであり、第２の通信デバイスは、ＭＣＰＴＴユーザを管理するよ
うに構成されたＭＣＰＴＴサーバである。
【０３２０】
　任意選択で、プロセッサ６１は更に、
　プロセッサ６１が、送信機６２を介して、第１の関連付け要求を第１の通信デバイスへ
送出する前に、受信機６３を介して、ＵＥによって送出された第３の関連付け要求を受信
するように構成され、ここで第３の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザの識別子及びＨ個
のＭＣＰＴＴグループの識別子を含み、第３の関連付け要求は、ＭＣＰＴＴユーザをＨ個
のＭＣＰＴＴグループと関連付けるように要求するために使用され、Ｈは１以上の整数で
あり、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループは、Ｎ個のＭＣＰＴＴグループを含む、かつ、
　第３の関連付け要求と、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴ
グループとに従って、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのＴ個の第３のＭＣＰＴＴサーバによっ
て管理されるＭＣＰＴＴグループを決定するように構成され、ここでＴ個の第３のＭＣＰ
ＴＴサーバによって管理されるＭＣＰＴＴグループはＨ個のＭＣＰＴＴグループを含み、
それぞれの第３のＭＣＰＴＴサーバは、Ｈ個のＭＣＰＴＴグループのうちの少なくとも１
つのＭＣＰＴＴグループを管理し、第１の通信デバイスは、Ｔ個の第３のＭＣＰＴＴサー
バのうちのいずれかのＭＣＰＴＴサーバである、そして
　プロセッサ６１は更に、プロセッサ６１が、受信機６３を介して、第１の通信デバイス
によって送出された第１の関連付け応答を受信した後に、送信機６２を介して、第３の関
連付け応答をＵＥへ第１の関連付け応答に従って送出するように構成され、ここで第３の
関連付け応答は、ＭＣＰＴＴユーザがＨ個のＭＣＰＴＴグループのうちのＬ個のＭＣＰＴ
Ｔグループと成功裏に関連付けられていることを示すために使用され、Ｍ≦Ｌ≦Ｈであり
、Ｌは整数である。
【０３２１】
　この実施例における通信デバイスは、本発明の方法の前述の実施例における第２の通信
デバイスによって実行される解決策を実行するように構成され得る。これらの実施原理及
び技術的効果は類似しており、詳細はここでは再度説明されない。
【０３２２】
　グループデータベースの配置のために構成された前述のネットワークデバイスは、機能
エンティティであり、グループ構成データなどの何らかのグループ関連情報及びサブスク
リプション関連情報を主として保存すると共に、ネットワークデバイスに記憶されたデー
タを処理する許可された動作を行い得ることに留意されたい。任意選択で、別の機能が更
に、グループデータベースの配置のために構成されたネットワークデバイスに配置されて
もよく、この別の機能は本明細書では限定されない。
【０３２３】
　当業者であれば、方法実施例のステップの全部又は一部が、関連するハードウェアに命
令するプログラムによって実施され得ることが理解されよう。プログラムは、コンピュー
タ読み取り可能な記憶媒体に記憶されることができる。プログラムが走ると、方法実施例
のステップが実行される。前述の記憶媒体は、読出し専用メモリ（英語：Ｒｅａｄ－Ｏｎ
ｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ，略称ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（英語：Ｒａｎｄｏｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ，略称ＲＡＭ）、磁気ディスク、又は光ディスクなどの、プロ
グラムコードを記憶できる任意の媒体を含む。
【０３２４】
　最後に、前述の実施例は、本発明の技術的解決法を説明するためのものにすぎず、本発
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明を限定するものではないことに留意されたい。本発明は、前述の実施例を参照して詳細
に説明されたが、当業者は、本発明の実施例の技術的解決法の範囲から逸脱することなく
、前述の実施例において説明された技術的解決法になお修正を加えること、又は、これら
の一部又は全部の技術的特徴に対し等価置換を行うことが可能である、ということを理解
すべきである。
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